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勤

勢

所

得
ご

個

人

業

主

所

得

-

そ

の
分
配
道
民
所
得
に
ゐ
け
る
問
題

1
ー

毒
曳

長

谷

部

亮

一

ノ

一・225一

ロ
ユ

　

分
配
國
民
所
得

の
樗
成

に
お
け

る
職
後

の
特

色
は
、
第

一
表
A

に
み
る
ご
と
く
、
勤
勢
所
得

と
個
人
業

主
所

得
と

の
二
項

目
が
全
髄

の

ハ
　

　

殆

ん
ど

(
九
五
%
以
上
)

を
占

め
、
か
つ
後
者
が
前
者
を
凌
駕

し

て
い
る
と

い
う
こ
と

で
あ

る
。
と

こ
ろ
が
、
北
海
道

に
お
い
て
は

こ
の

　
り

　

關
係

が
逆

に
な
り
、

二
十
三
年
度
及
び
二
十
四
年
度
分

に
關

し
稜
表

さ
れ
た
結
果

(
第

一
表
B
)

に
つ
い
て
み

る
と
、
勤
勢
所

得

が
個
人

業
主
所
得
を
は
る
か

に
超

え

て
い
る
。

い
ま
他
縣

に
つ
い
て
得
ら

れ

る
資
料
か
ら

、
と

の
關
係

に
お
け
る
敏
字

を
抽
出
す
れ
ば
第

一
表
C

の
ご
と
く
な

る
が
、

い
す

れ
も

全
國
と
趣

き
を
同

じ
く
し
て
お
り
、

ぴ
と
り
北
海
道

の
み
が

こ
れ
ら
と
は
異
な

る
特
徴

を
有

し
て
い
る
と

い
う

こ
と

に
な

る
。

こ
れ
は
如
何
な

る
理
由

に
も

と
す

く
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
叉
こ

の
結
果
を
導
き
出

し
た
推
計
は
果
し

て
安
當
な
も

の

で
あ

つ
た
ろ
う

か
。

コ

ラ

ー

二
十

一
年
度
よ
り
二
+
三
年
度
ま
で
に
、
統
計
研
究
會

「
一
九
四
六
i

一
九
四
九
上
、
職
后
日
本
の
國
民
所
得
」
昭
和
二
十
五
年
七
月
(
謄
爲
印
刷
)
、

(

)

三
頁
笙

表
に
ょ
る
。

二
+
四
.
二
+
五
年
度
に
、

「
東
洋
経
濟
統
計
月
報

」
第
+

響

六
號
、

二
〇
頁
第

蓑

㏄
に
ょ
る
。

2

趣
濟
安
定
本
部
監
修

「
経
濟
月
報
」
第

二
+
三
集
、

『職
后
分
配
國
民
所
得

の
推
移
』

一
二
ー

一
三
頁
参
照
。

な
お
同
書

一
二
頁
第
四
表

で
は
、
昭

勤

勢

斯

得

と

個

人

業

主

所

得

.
/

向
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(第 一表A)

一226-

(軍 位 億圓)

全 國

年及び 分 配 所 得
年 度 総 額

21年 度

22年 度

23年 度

24年 度

25年 度

勤 勢 所 得
(同 比 率)

3・7S9 ・1

11,287
1

21,6451

30・0721

「

3464。l

l

1,209

(31.9)

4,005

(35.5)

9,775

(45.1)

12,760

(42.4)

14,890

(43.0)

個人業主所得
(同 比 率)

2,zk67

(65.!)

7,143

(63.3)

11,239

(51.9)

14,693

(48.9)

16,580

.(47.9)

(軍位百萬圓)

勤

勢
所

得

と
個

人

業

主

所

得

(同B)

北 海 道 23年 度1

24年 度t

i

130,8621

170,472

67,512

(51・60)

92,862

(54.47)

60,991

(46.60)

73A49

(43.10)

(同c) (軍位百萬圓)

青 森 縣

宮 球 縣

転

秋 田

山 形

.懸

縣

　

23年1

24年

23年

24年

25年1

24年

縣124㌔

21,713

31,364

27,789

41,355

47,290

33,480

29,092

9,416

(43.4)

12,180

(38.8)

(42.6)

18,983

(46.0)

20,964

(44.3)

12,448

(37.2)

12,700

12,088

(55.7)

18,743
霧

(59・8)

(62.2)

20,551

(49.7)

23,204

(49.0)

20,520

(61・3)

15,764
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(43.7) 、.(5生2)

颪 島 縣 24年 48,381 17,732 28,532

(36.7) (590)

新 潟 縣 24年 56,103 20,316 33,439

(36.2) (59.7)
需

＼

和
九
ー

十

一
年
準
均
な
も

っ
て
職
前

を
代
表

さ
ぜ
、
職
后

と

の
比
較

な
試
み

て

い
る
。

こ

れ
に
ょ

る
と
、
職

前

捷
勤
勢

所
得

三
八

・
三
%
、
個
人
業

主
所
得

三
四

・
九
%
、

壮

だ
し
職
前

の
計
敷

に

お

い
て
は
勤

勢
所
得
中

に
農

林
水
産

業
な
含
ま
ず

、

こ
れ

に
該
當

す
る
も

の
は
個
人
業

主
所
得

中
に

一
括

さ
れ

て

い
ろ
か
ら
、

前
記

三
八

。
三
%

と
封

比

さ
ろ
べ
春
も

の
は
、

正

確

に
は
、

農
林

水
産
業

以
外

の
個
人
業

主
所
得

一
九

・
0
%
で

あ
る
。

こ

の
よ
う
な
連
絡

上

の
不
備

は

あ
る
が
、
職

前
職
后

の

一
萱

的

な
各

年

ハ
暦
年
)

デ
ー

タ
は
、

山

田
雄

三

「
日
本
國
氏
所
得

推

計

資
料

」
昭
和

二
十
六
年

五
月
、

一
八
頁
第

三
表

に
あ

ろ
。

な

お
経
安

本

の
分
配
所
得
に
分
配

さ
る
ぺ
昏
所
得

と

い
う

概

念

で
あ

つ
て
、

こ
れ
な
分
配

さ
れ

れ
所
得

と
し

て

の
分

配
所
得

に
あ

ら
六

め
、
明

治
年
間

よ
サ

の
連
絡
な

計

つ
流
も

の
と
し

て
に
、
同
書

第

一
八
表

一
一
五

・
一
一
九

・
一
二
〇
頁
な
見

よ
。
こ

の
総
括
表

に
よ
る
分
配
國
民

所
得

の
構
成

比
率
墜
化

推

移

は
、
同
書
第

二
〇
表

百
分

比
欄

及

び

一
三
九
頁

の

パ
イ
圖
表

に
ょ

つ
て
知

る

こ
と
が
出
來

る
。

3

北
海

道
総

合
開

襲
委
員
會

事

務
局

「
昭
和

二
十
四
年
度
分
配

道
民
所
得
第

一
次

推
計
」
昭
和

二
十
宍
年

七
月
(
謄
爲

印
刷
)
、9

折
り

込

み
第

二
表

に

よ
る
。

二
十

三
年
度
分

は
今
回
訂

正

に
な

つ
六
も

の
で
あ
ろ
が
、

訂

正
前

は
勤
勢
所
得

四
九

・
四
四
%
、

個
人
業

主
所
得

四

八

・
七

も

八
%
と
な

つ
て
お
.り
、
改
訂
に
よ
り
構
成
比
傘
關
係
に
お
け
る
特
色

が
い
よ

い
よ
明
確

に
な

つ
れ
繹
で
あ
る
。

4

青
森
縣
は
、
同
縣
糖
務
部
統
計
課

「
昭
和
二
十
四
年
青
森
縣
分
配
縣
民
所
得
第

】
次
"推

計

結

果
書
」
昭
和
二
十
六
年
三

月
、
六
頁
。

宮
城
縣

に
、
同
縣
調
査
課

「
昭
和

二
十
四
年

二
十
五
年
及
び
二
十
六
年
宮
城
縣
縣
民
所
得
推
計
報
告
、
第

一
部
」
昭
和

二
十

六
年
三
月

(
謄
爲
印
刷
)
に
よ
ろ
。
こ
の
プ
リ
ン
ト
で
は
、

二
十
三
年
は
勤
螢

・
業

主

所

得

と
も

比
率

し
か
知
り
え
な

い

が
、
同
課

の

「
昭
和

二
十
三
年
及
び
二
+
四
年
宮
城
縣
縣
民
所
得
推
計
報
告
」
昭
和

二
十
五
年
三
月
に
お
け
る
金
額
に
、
そ

の
后
改
訂
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。

秋
田
縣
は
、
同
縣
総
務
部
統
計
課
「昭
和

二
+
四
年
秋

田
縣
縣
民
所
得
調
査
結
果
報
告
書
」
昭
和
二
十
六
年
五
月
、

三
五
頁
。

山
形
縣
及
び
繭
島
縣

に
、
前
記

「
秋
田
縣
報
告
書
」
山ハ
兇
頁

に
よ
う
。

新
潟
縣

は
、
同
縣
知
事
室
企
鍵
課

「
昭
和

二
十
四
年
新
潟
縣
分
配
縣
民
所
得
結
果
報
告
書

」
昭
和

二
十
五
年
ナ
ニ
月
、
三
頁
。

本

誌

前
號

に
お

い

て
、
昭
和

二
十

三
年

度

の
生
産

及

び

分

配

道

民

所

得

の
調

査

方

法

に
關

し
若

干

の
分
析

を
,

勤

勢

所

得

と
個

人

業

主
所

得

、

/
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勤
努

所
得

と

個
人

業

主

所

得

蟻

バ
　

　

　
　
ね

試
み
た
際

、

「
二
+
三
年
度

報
告
」
が
雇
傭
者
藪
及
び
業
主
数

の
推

定

に
つ
き
、

二
+
二
年
臨

時
國
勢
調
査
と
二
十
三
年
常
佳

人
口
調
査

に
お
け
る
本
道
総
人
口
増
加
率

(
一
・
〇
四

三
)

で
、

二
十
二
年
産
業
別

男
女
別

地
位
別

人
口
を

ぴ
き

の
ば
す
と

い
う
方
法
を
探
用

し
て

い
る
こ
と

に
疑
問
を
抱

き
、
産
業
別
男
女
別
就
業

人

口
に
お
け

る
二
十
二
年
と
二
十
四
年

の
爾
者

の
算

術
牛
均
値

に
封
す

る
前
者

の
比
率

で
検

討

し
て
み
た
結
果
、
勤
勢
所
得

に
過
大
評
慣
が
、
又

サ

ン
プ
ル
調
査
結
果

の
計

算
を
若

干
補

正
す

る
と
い
う
操
作
を
加

え
る
こ
と

に

ハ
　

　

よ
り

、
個
人
業
主
所
得

に
過

小
評
償
が

あ

つ
た

の
で

は
な

か
ろ
う
か

と
推
測

し
た
。
筆
者

の
意
圖

し
た
と

こ
ろ
は
、

こ
れ
を
も

つ
て

「
報

ψ
告
」

の
推
計
方
法
と
計
敏

を
訂
正
す

る
こ
と

に
あ

つ
た

の
で
は
な
く
、
た

だ
分
配
道
民
所
得
推
計

に
お

い
て
人
員

の
推
定

に
大

き
な
問
題

が
淺

つ
て
い
る
こ
と
、
並
び

に
本
道

に
お
け

る
勤
舅
所
得
と
業

主
所
得

の
相
封
的
な
關
係

が
分
配
國

民
所
得

に
お
け
る
そ
れ
と
逆

に
な

つ

て
と

い
る
と
す

る
規
定

に
は
、
な

お
推

計

の
段
階

忙
お

い
て
も
疑
問

の
余

地

の
存
す

る
こ
と
を
指
摘
す

る
に
あ

つ
た
。
と
は

い
え
前
記

の

操
作

は
、

二
十
二
年
臨

時
國
勢

調
査

と

二
十
四
年
北
海
道
臨

時
常

佳
人

口
調
査

と
で
は
産
業

分
類

に
は
な

は
だ
し

い
差
異

の
あ

る
に
か
か

わ
ら
す
、
そ
れ
を
調
整
し
え
な
か

つ
た

こ
と
、
し
か
も
輩
純

に
二
十
二
年

か
ら
二
十
四
年

へ
の
直
線
的
な
攣
化

を
想
定

し

て
い
た

こ
と
に
、

お

い
て
、
欠
陥

の
多
い
も

の
で
あ

つ
た

と

い
わ
ね

ば
な

ら
な

い
。
本
稿
は
、
こ
の
問
題
を
資

料

の
許
す

か
ぎ
り
種

々
の
角
度

か
ら
再
び
槍

討

し
よ
う
と
す

る
目
的
を
も

つ
。

邑

5

『道
民
所
得
調
査
賢
料
の
分
析
』
、

「
商
學
討
究
」
第
二
巻
第

一
號
、

一
三
二
ー

一
七
五
頁
。

6

北
海
道
総
合
開
襲
委
員
會
事
務
局

「
昭
和
二
十
三
年
度
北
海
道
道
民
所
得
調
査
結
果
報
告
」

(
総
合
開
養
資
料
第
+
六
號
)
昭
和
二
十
丑
年
九
月
。

7

「
商
學
討
究
」
第
二
巻
第

一
號
、

一
山ハ
O
l

一
七

一
頁
参
照
。

●

(52)

=

「

い
わ
ゆ

る
人
的
方
洩

に
よ
る
所
得
推
計

に
お

い
て
、
そ

の
総
額

の
多
寡

は

い
う
ま
で
も
な

く
、
被

乗
敷

で
あ

る
卒
均
所
得
額

と
乗

数

の

■
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タ

卒
均
人
員
と

に
依
存
す

る
。

い
ま

こ
の
關
係
を
明
ら

か

に
す

る
た
め

に
、
國
民
所

得
及
び
道
民
所

得

の
農

林
水

産
業
以
外

の
も

の
に

つ
い
て
、
そ

の
産
業
別

所
得
額

の
構
成

比
率
と
産
業
別
人
員

の
構
成
比
率
を
劉
比

し

て
み
よ
う
。

こ
こ
で
ひ
と
ま

す
農

林
水
産
業
を
排
除

し
て
考
察
す

る

の
は
、

こ
れ
ら

の
産
業

に
お

い
て
は
必
す

し
も
人
的
方
法

が
探
用

さ
れ
ず
(
從

つ
て
卒

均
入
員

の
デ

ー
タ
も
得
ら
れ
な

い
た

め
で
あ
る
が
、

こ
の
部
分

の
排
除

は
か

え
つ
て
、
勤
勢

所
得
と
個
人
業
主
所
得

と

の
総

額

に
お
け

る
大
小
關
係

、
即
ち
國
民
所
得

に
あ

つ
て
は
後
者

が
前
者

よ
り
も
、

道
民
所
得
で
は
前
者

が
後
者

よ
り
も
大

で
あ

る
關
係
を
、
よ
り
鮮
明
な

地
盤

の
上

に
検
討

し
う
る
と
い
う
面
も
あ

る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
二
十
三
年
度

に
つ
い
て

い

　
　

ね

う

と
、
第

二
表

に
示
す
ご
と
く
、
、道
民
所

得

に
お

い
て
勤
勢

所
得
比
率

が
個
人
業

主
所
得

の
比
蛮
・よ
り

五
%
も

上
廻

つ
て
い
る
こ
と
は
、
國
民

所
得

に
お
け
る
場
合

よ
り
も
過
大
な

割
合
を
示
す
農
林
水
産
業

の
影
響
を
無
覗

で
き
な

い
に
せ
よ
、
よ

り
大
き
な
決
定
因
子
は
そ

の
他

の
産
業

に
あ

つ
た

と
考
う

べ
き
で
あ
ろ
う
、
即
ち

國
民
所
得
で
は
四

一
・
五
%
で
あ
つ
た
そ

の
他
が
、
道
民
所
得

で
は
四

五

・
二
%

と
は
る
か

に
上
廻

つ
て
い
る
。
叉
反
封

に
、
個
人
業

主
所
得

比
率

の
小
な

る
こ
と

は
、
農
林
水
産
業

の
そ
れ
が
國
民

所
得

の
場
合

に
比
し

て
小

で
あ

つ
た

こ
と

の
影

響
を
、
も

と
よ
り
否
定
し
え
な

い
と
し

て
も
、
そ

の
他

に
お
け
る
過

小
が
塁
倒
的

に
影
響

し
て
い
た
と

い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
と
れ
ら

の
事
情
が
二
十
四
年
度

に
お

勘
勢

所
得

と
個

人

業

主

所

得

(第 昌 表)

 

、

23年 度 24年 度

.

・1bI・ ・lb(暦 年)1・

勤 勢 所 得 5L6 45.1 5生5 46.2

農 林 水 産 業 6.4 3.5 十2.9 5.9 40 十19

そ の 他 4氏2 4L5
.

十3.7 48.5 42.1 十6.4

個人業主所得 466 5L9 43.1 '49.3
鴨駆

農 林 水 産 業 24.1 25.3 一1 .2 24.2 24.7 _0.5

そ の 他 22.3 26f 一4 .1 18.6 24.4 一5.8

、
一 願

、

a.道 民所 得 中に占む ろ勧 合b.國 民所得 中 に占 む る割合,c.a-b。



,

勤
勢

所

得

と
個

人

業

主
所

得

い
て
、

勤
帥労
所

得

比
率

が
個

人

業

主

所

得

比
率

を

よ
り

大

き
く

ひ
き

離

す

に
及

ん

で
、

い
よ

い
よ
顯

著

に
な

つ

て
き

た

こ
と

は
、

同
表

の
C

欄
…の
敏

値

を

年
度

間

に
お

い
て
封

比

す
れ

ば

一
目
瞭

然

で

あ
ろ

う
。

從

つ
て

い
ま

農

林

水

産

業

以
外

の
産
業

に
お

い

て
、

そ

の
被

乗
敏

と
乗

籔

と

の
総

額

に
…到
す

る

影

響

を

吟

味

す

る

こ
と

は
、

問
題

の
所
、在

を

よ

り

明
ら

か

に

す

る

こ
と

に
な

ろ
う

。

8

以
下
細
目

に
わ
た
る
比
較
検
討
に

際

し
て
は
、
デ
ー
タ
の
關
係
上
、國
民

所
得

の
二
十
四
年
に
暦
年
な
と
る
。

贅
料
前
掲

「
纏
濟
月
報
」

第
二
十
二

集
、
四
〇
、
四
二
i
四
三
、
四
六
ー

四
七
頁

。
な
お
第

二
表

で
、
農
林
水

産
業
と
そ
の
他

の
合
計
が
必
ず
し
も

的

そ
れ
ぞ
れ
の
所
箆

肇

合
致
し
な

訟

い
の
に
、

こ

の
外

に
兼
…業
所
得
と
内

第(

職

所
得

が
あ

ろ
t

め
で
あ

み
。

'

一230-一(54)

全 國(23年 度)

所 得 比 寧 【 人 員 比 率

北 海 道(23年 度)

人 員 比所 得 比 率

銘

㌶

乃

編

涕

幻

釦

菊

鮒

B

妬

鍵

號

四

α

分

偽

ロ

胴

03

3

1

1

4

3

製 造 工 業

公 務 團 体

蓮 輸 通 信

自 由 業

建 設 工 業

商 業

そ の 他

鑛 業

サービス業

金 融 業

ガ ス 電 氣

商 業

製 造 工 業

サービス業

自 由 業

建 設 工 業

蓮 輸 通 信

そ の 他

鑛 業

金 融 業

製 造 工 業35.4

蓮 輸 通 信15.6

公 務 團 体1L3

自 由i嚢7.0

建 設 工 業6.9

商 業5.9

そ の 他5.7

鑛 業 一5.6

金 融 業2・4

サ ー・一一ビ ス業2。2

ガ ス 電 氣2.0

商 業42.1

製 造 工 業39.5

サ ー・ビス 業6.9

建 設 工 業5.0

自 由 業3.4

蓮 輸 通 信LO

そ の 他0.9

鑛i業0.7

金 融 業 α5

 

肥

。。αρ

繍

お

侶

印

妬

%

%

D

ロ

%

釦

%

卯

%

硲

6

Q5

㎝

n∠

1

1

1

3

n∠

製 造 工 業

鑛 業

蓮 輸 通 信

公 務 團 体

建 設 工 業

自 由 業

商 業

サービス業

そ の 他

金 融 業

ガ 入電 氣

商 業

製 造 工 業

サービス業

建 設 工 業

自 由 業

蓮 輸 進 信

そ の 他

鑛 業

金 融 業

讐

粥

%

&ρ

蘇

墾

霊

α9

釦

甥

男

多

Q9

α8

σ3

信

業

業

業

体

他

業

業

業

業

氣

業

業

業

業

業

信

業

他

業

鴇

誕

塑

由

融
電

喋

箪

幣

鞭

の
融

 蓮
鑛

製

建

公

そ

自

商

金

サ

ガ

商

製

サ

建

自

蓮

鑛

そ

金

ψ
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(第巨表B)

勤
勢
所
碍
と
個
人
業
嘉

得

北 海 道(24年 度) ーー 全 國(24暦 年)

所 得 比 率1人 員 比 酬 所 得 比 率1人 員 比 率

〔勤,勢 〕

蓮 輪 通 信21.4

鑛 業21.1

製 造 工 業20・5

公 務 團 体10・7

建 設 工 業9.5

商 業4.8

自 由 業4・1

そ の 他2.6

サ'ビ ス業2.1

金 融 業2.0

ガ ス 電 氣1.2

〔業 主 〕

製 造 工 業36.3

商 業29.8

建 設 工 業14.9

自 由 業7.8

'!t一 ビス業6 .3

蓮 輸 通 信3.0

そ の 他1.0

鑛 業O・6

金 融 業0.3

製 造 工 業23.7

鑛 業'18.4

蓮 輸 通 信17・8

公 務 團 体 五4.3

建 設 工 業7.7

眉 由 業6・0

商 業4.5

サ ■・・一ビ スi業2.8

そ 、の 他2.4

金 融 業1.4

ガ ス 電 氣1.0

商 一 業33.6

製 造 工 業28.1

サ ■一ビス業9.8

建 設 工 業9ブ

自 由 業9・6

蓮 輸 通 信6.8

そ の 他1.5

鑛,業O・5

金 融 業0・4

製 造]二 業33.5製 造 コニ業37・9

蓮 輸 通 信16.2公 務 團 体13・5

公 務 團 体11.2蓮 輸 通 信12・8

自 由 業8.51自 由 業8・6

商 業7.0建 設 工 業 ・7・2

建 設 工 業6・1商 業5・7

鑛 業4.8鑛 業4・1

そ の 他4.6そ の 他3・4

1禦 犠;::1茎 一義;:1
　

サPtビ スi業t2.0カ.ス 電 氣1・9

商 業41.5

製 造 工 業38.3

サ ー ビ スi業7.3

建 設 工 業5.1

1
自 由 業4・9

蓮 輸 通 信1・0

そ の 他1.0

金 融 業0.6

鑛 業0.3

0

9

4

3

8

6

3

4

3

0

4

8

7

5

1

1

0

0

4
具

3

業

業

業

業

業

信

他

業

業

工

由

甑

ヱ

通

の

融

.

一

設

輸

造

商

製

自

サ

建

蓮

'そ

金

鑛

〆

`

φ

第

三
表
A

・
B

は
、
前
記

の
ご

と
く
曲辰
林
水
産
業

以
外

の
産
曲菜

に
つ
き
、
そ

の
所

得
総
額
及
び

、
人
員
合
計
を

一
〇
〇

と
し
て
構

成

比
率
を
計
算
し
、
そ
れ
を
比

率

の
高

い
順

に
配
列

し
た
も

の

　
　

ね

で
あ
る
。
も
し
も
各
産
業

の
墾

均

所

得

が

等

し
か

つ
た
な

ら

ば
、

こ
の
表

の
お

の
お

の
の

セ

ク
シ
ヨ
ン
に
お

い
て
、
所
得
比

率
と
人
員

比
率

は
そ
れ
ぞ
れ
相

,

等
し
く
な
け
れ
ば
な
ら

す
、
從

つ
て
又
産
業

の
順

位
も
左
右
同

じ
で
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ

れ
故

、
同
年
度

同
地
域

に
お
け

る
比
較

、
同
年
度
異

地
域

の
比

較

、
更

に
年
度
間

の
攣
化
を
み

る
こ
と

に
よ
り
、
乗
敏
た
る
人



、

勘
勢
所

得

と
個

人

業

姦
所

得

一232-一
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(第 四 表)

24年 度23年 度

Cb

十

十

十

欄

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

坤

+

+

+

+

十

一

十

十

十

十

十

十

±

a0ba

十

十

脚

十

十

顧

十

十

十

十

十

+

鞠

十

十

十

十

十

十

十

十

十

噸

十

十

十

十

十

十

、↓
・

十

+

十

一

十

一

一

一

十

十

十

十

十

十

十

+

↑

+

十

+

+

+

十

噸

噂

十

業

業

業

.体

業

業

業

業

業

業

業

業

業

業

業

業

業

業

業

業

コ勢

工

勤

造

〔

信

團

工

通

び

由

及

設

輸

務

.

製

鑛

蓮

公

建

自

商

サ 一 ビ ス

そ の 他 の 産

道

〕

水

主

工

融

氣電

業

造

ス

〔

金

ガ

商

製

鱒 ビ ス

設 工

信

産

由

通

の

融

他

輪

の

サ

建

自

蓮

そ

鑛

金

a.道 民所得所得比率一同人員比率,b・ 道民所得人員比率一國民所得人員比率,

α 道民所得李均所得一國民所得亭均斯得。

員

と
被
乗
敏
た
る
準
均
所

得

の
影
響

の
種

々
な

ゐ
組

合
せ

の
態
様
を
概
観
す

る

こ
と
が

出

來

る

で
あ
ろ

う
。
ま
す
第

一
に
、

一
般

的

に
い
っ
て
人
員
・の
所
得

に
封

す
る
影
響

は
顯
…著
な

も

の
で
あ
り
、

こ

の
影
搬
貰

が
特
定

の
産
業
…に
お

い
て

の
み
若
干
憂
容

さ
れ

て
い

る
と
み
る
こ
と
が
出
來

よ

う
。
例

え
ば

二
+

三
年
度

の
道
民
勤
舅

所
得

で
は
、

蓮
輸

通

信
業

と
そ

の
他
が

卒
均
所
得

の
高
額

に
よ

つ

て
、
ま
た
公
務
及
び
團
艦

が
そ

の
低
額

に
ょ
つ
て
そ

れ
ぞ

れ
上

・
下

の
影
響
を

し



ら

ム

ロ

)

う
け
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
同
じ
く

二
十
四
年
度

に
お
い
て
は
そ

の
よ
う
な
撹
齪
が

や
や
緩

和
さ
れ
、
叉
個
人
業
主
所

得
で
は
二
十

三
年

.

57(

度

は
二
十
四
年
度

に
比
し
比
較
的
安
定
し

て
い
る
と

い
え
よ
う
。

た
だ
個

々
的

に
各

産
業

に
つ
い
て
み
れ
ば
、
お
の
お

の
多
少
と
も
上
下

方

向

へ
の
影
響

は
考

え
う
る
誰

で
、
わ
れ
わ
れ
が
第
四
表

の

a
欄

に
示

し
た
附

號
は
、
各
年
度

の
道
民
所
得

に
つ

い
て
高
李

均
所
得

の
影

響

を
プ
ラ

ス
で
、
低
干

均
所
得

の
影
響
を

マ
,イ
ナ

ス
に
ょ

つ
て
あ
ら
わ
そ
う
と
し
た

の
で
あ

る
。
,嚴
密

に
い
つ
て

こ
の
影
響

の
程
度
は
、

所
得
比
率

と
人
員
比
率

の
差

で
は
な

く
、
比
を
も

つ
て
考

え
ね

ば
な
ら
な

い
の
で
あ

る
が
、

い
ま

の
場

合
問
題
と
な

る
の
は
所
得
総
額

に

お
け
る
絶
蜀
額

の
多
寡

に
樹

す
る
影
響

で
あ

る
か
ら
、
そ

の
プ

ラ

ス
。
マ
イ
ナ

ス
の
影
響

が
ど
れ
程

の
人
員
を

も
つ
て
い
る
産
業

に
起

つ
て

い
る
か
、
叉
そ

の
人
員
が
國
民
所

得

の
場

合

の
人
員

に
封

し

て
い
か
な

る
相
樹

的
關
係
を
も

つ
産
業

に
生
じ

て
い
る
も

の
で
あ

る
か

が
重

　い

　

要

で
あ

る
。

こ
の
目
的

の
た
め

に
、
第

四
表

は
道
民
所
得

に
お
け
る
人
員

比
率

の
高

さ

の
順
序

に
産
業
を
配
列
し
、
b

欄

の
附
號

に
よ

つ

・
て
更

に
前
記

の
相
射

的
關
係

を
示
す

こ
と

に
し
た
。
要
す
る
に
勤
勢
所
得

に
お
い
て
は

a
欄
が
ブ
ラ

ス
で
あ

つ
て
、
し
か
も
b
欄
も
ま
た

プ

ラ

ス
で
あ
り
、
か

つ
順

位

の
高
位

に
島

す
る
産
業

の
み
が
、
眞

に
高

い
卒
均
所
得

の
影
響
を
所

得
総
額
比
傘

の
相
樹
的
關

係

に
與

え
て

お
り
、
個
人
業

主
所
得

の
場
合
は
、
反
封

に

a
b
共

に

マ
イ
ナ

ス
で
あ
り

、
か

つ
同
様

に
高

い
順

位

に
あ
る
産
業

の
み
を
、
そ

の
低

い
李

均
所
得

が
業
主
所
得

比
率
を
し

て
勤
勢
所
得
比
率
よ

り
も
は

る
か

に
低
か

ら
し

め
る
ご
と
く
影
響

を
及
ぼ

し
た
産
業

と

い
い
う
る
で
あ

ろ

う
。
前
者

に
關

し

て
は
、
雨
年
度

共

に
鑛

業

・
蓮
輸

通
信
業

が
、

又
後
者

に
關
し

て
は
二
十
四
年
度

に
お
け
る
商
業

が

こ
れ
に
該
當

す

る
.

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
前
者

に
つ
い
て
は
、
な

お
製
造

工
業

が
常

に
あ
る
程
度

の
相
殺

的
な
作

用
を
も

つ
て
控

え
て
い
る
と
と
を
看
過

し

て

は
な

ら
な

い
。
と
も
あ
れ
、
こ
れ
ら
鑛
業

・
蓮
輸

通
信
業

・
商
業

・
製

逡

工
業
が
以
上

の
よ
う
な
作

用
を
道
民
所

得

に
與

え

て
い
る
と

い

「

う
こ
と
は
、
道
民
維
濟

の

一
つ
の
注
目

す

べ
き
特
質

で
あ
ろ
う
。

螂

9

北
海
遁

の
人
員
比
率
計
算

の
敦
め
の
基
礎
数
学
に
つ
い
て
に
、
後
出
第
九
表
及
び
詳
22
を
参
照

ぜ
ら
れ
敦

い
。

一

10

こ

の
順
序

が
雨

年
度

に
お

い
て
同

じ
て

あ
り

、
か

っ
業

主

に
關

し
て
は
そ

の
比
率
ま

で
全
く
等

し

い
こ

と
は
、

人
員
推
計

上

の
假
定

に
も
と
ず

く

も

勤

勢

所

得

と

個

人

業

主

所

得

、

つ

婆

甫
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勤

勢

所

得

と

個

人

業

主
所

得

(軍位圓)
♂

(策 竃 表)

一人當 り勤勢所得 一人當 り個人業主所得

北 海 道 全 國 北 海 道1全 國

169,151

156,698

199,138

189,859

278,145

116,193

180,556

103,474

135,939

365,000

445,000

374,000

257,000

208,000

129,000

185,000蔭

234,000

188,000

113,472

82,265

85,663

131・977

119,513

156,973

123,490

72,810

95,985

80,457

128,392

137,570

149,084

io3,876

138,735

127,892

170,005

143,371

92,082

82,364

90,068

130,054

業

業

業

業

業

業

業信

工

工

水氣

融

通

設

造

電

・
輸

ス

の

 鑛

建

製

ガ

商

金

運

業

業

体

業

ス

團

産

び

の

ピ

由

及
'
他

一

務

の

サ

自

公

そ

183,543

169,906

108.0

289,429

268,333

107.9

97ρ71

108,272

89.7

125,980

124,100

101.5

 

均

均亭

い(

純

÷

李

軍

③

ω

㈲

■

の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
に
大
春
な

問
題

が
存
す
ろ
の
で
あ

ろ
。
六
七
頁
以
降
な
み
よ
。

さ
て
、

い
ま
ま
で

の
北
海
道
封
全
國

の
比
較

は
、
す

べ
て
相
樹
的
な
構
成

比
率
上

の
こ
と
で
あ
つ
た
。

こ
こ

で
絶
封
額

の
面

に
お

い
て
、
即
ち
亭
均
所
得
額

の
比
較

を

と
り
あ
げ

て
み
ょ
う
。
第

五
表

は
二

十
四
年
度

(
國

民
所
得
は
暦
年
)

に
お
け

る
各
産
業

の
勤
帥労
所
得
及
び

個
人
業

主
所
得

の

一
人
當
り
額

で
あ

る
。
こ
の
比
較

に

よ

つ
て
明
ら
か
な

こ
と
は
、
前
記
第

三
表

G
欄

に
み
ら

れ

る
ご
と
く
、
殆

ん
ど
大
部
分

に
つ
い
て
北
海
道

の
方

が
高

い
の
で
あ

る
。
し
か
し

こ
の
比
較

に
當

つ

て
注
意

し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、

一
人
當
り
勤
勢
所
得

の

一
般
的

に
高

い
こ
と
が
、
必
す

し
も
北
海
道

の
勤
勢
者

の
生
活
程
度

の
高

い
こ
と
を
意
味

せ
す
、
叉

一
人
當
り

業
主
所
得

の
全
般

に
高

い
こ
と
も
、
必
す
し
も
北
海
道

に
お
け
る
個
人
企
業

の
有
利
な

こ
と
を

物
語

る
も

の
で

は
な

い
こ
と

で
あ

る
。
こ
れ
ら

の
問
題

の
た

め
に
は
よ

り
立
至

つ
た
實
質
的
な
考
察
が
必
要
と
な

る
の
で
あ

つ



,
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の

て
、

そ

の
質

的
な

考

慮

に
参

加

す

べ
き
量

的
な

デ

ー

タ
と

し

て
さ

之
、

こ

の
よ

う
な

墾

均

額

の
み
を

も

つ
て

し

て
は
甚

だ
危

瞼

な

の

で

ソ

あ

る
。
更

に

質

的

な

問
題

を
離

れ
て
み

て
も
、
な

お
爾
者

は
同

一
の
測
定

地
盤

の
上

に
立

つ
て
い
る
も
め

で
に
な
く
、
殊
に
北

海
道

の

一
人
當
り
個
人
業
主
所
得
額

に
つ
い
て
は

.
後

述

す
る
ご
と
く
推
計
上

に
い
ろ

い
ろ
問
題

を
含

ん
で
い
る

の
で
あ

る
。
又
こ
れ
ら

の
李
均

所
得
額
は
、
そ

の
ま
ま
推
計
上

の
被
乗
数

に
な

つ
て
い
る
鐸
で
は
な

く
、
大
部
分

の
も

の
は
逆

算
に
よ

つ
て
求

め
ら
れ
た

の
で
あ
り
、
從

つ

て
男
女
別

と
か
中
分
類
別

と
か

に
分
け
て
計
算
す

る
産
業

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら

の
男
女
別
も

し
く

は
中

分
類
別
人
員

に
ょ

る
加
重
李
均

と
考

え
る
べ
き

で
、
既

に
各
産
業
内

の
人
員
構
成

に
よ

つ
て
攣
容

さ
れ

て
い
る
敏
値

と
み
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

い
ま
勘
艸労
所
得

に
つ
い

て
考

え
て
み

る
と
、
道
民
所
得

の
推
計

で
は
大
艦

に
お
い
て
、
デ
ー

タ
の
あ
る
産
業
部
門

に
つ
い
て
は
、
事
業

所
賃
金

調
査

の
二
十
三
年

十
月

の

一.人
當

り
賃

銀

に
毎
月
勤
勢
統
計

に
よ

る
賃

銀
指
敏
を
乗
じ
、

年
間
現
金
給
與
額
を
男
女
別

に
算
出
し
、
更

に
こ
れ

に
製
造

工
業

の
年
間

現
金
給
與
額

に
樹
す

る
現
物
給
與
額
.の
比
率

(
○

・
一
一
)
を
莱

じ
て
現
物
給
與
額
を
求
め
、

こ
れ
ら

現

金

現

物
爾
給
與

の
合

計
額

を
被
乗
敏

と
し

て
、
別

に
推
算
し
て
あ

る
男
女
別
雇
傭
者
数
を
乗
す
る

の
で
あ

る
、
デ
ー
タ

の
欠
除

し

て
い
る
産
業

で
は
、
前
記

の

　　

　

結
果
を
種

々
の
推
定
格
差

に
も

と
す

い
て
準
用

し
て
い
る
。
國
民
所

得

の
場
合
は
、
各
産
業

に
つ
き

(
中
分
類
可
能
な
も

の
に
つ
い
て
は

中
分
類
毎

に
)
地
位
別

に
、

即
ち
常

傭
職
員

・
常
傭
帥労
務
者

・
日
傭
勢

務
者
毎

の
月
別

・
男
女
別

の
奉
均
所
得

に
そ
れ
ぞ
れ

の
人
員
敏
を

　
む

　

乗
じ

て
総
計

す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
爾
者

の
推
計
方
法
上

の
差
異

が
、
第

五
表
に
お
け

る

一
人
當
り
勤
勢

所
得
額

に
い
か
な

る
影
響
を
與

え
て
い
る
か
、

こ
れ

は
勿
論
俄
か

に
断
定
を
下

し
え
ぬ
複
雑
な
問
題
で

は
あ
る
が
、
同
表

に
み

る
ご
と
く
、

一
人
當

り
業
主
所

得
も
ま
た

ち

同

様

に
全

般

的

に
全

國

よ

り
甚

だ
高

い
と

い
う

こ
と

は

、
結
局

勤
勢

所

得
総

額

の
比
率

が

個
人

業

主

所

得

比
率

を

は

る
か

に
上

廻

る
と

い

う
北

海

道

的
特

徴

に
野

し

て
、
被

乗

数

の
影
響

は

さ
ぼ
ど

明
白

な

も

の
で
は
な

い

と

い
う

こ
と
を

意
味

す

る

で

あ
ろ

う
。

11

「
二
十
四
年
度
分
配
道
昆
所
得
第

一
次
推
計
」
二
八
ー

五

一
頁
参
照
。

12

「
一
九
四
六
ー

一
九
四
九

(
上
)
職
后
日
本

の
國
民
所
得
」

剛
八
ー

四
三
頁
滲
照
。

勤

勢

所

得

と

個

人

業

主

所

得

●
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勤

勢
所

得

と

個
人

業

主
所

得

更

に
又
第

五
表

の
下
欄

の
示
す

と

こ
ろ

に
よ
れ
ば

、
農
林
水
産
業

以
外

の
産
業
全
艦

に
お
け
る
平
均
所
得
額

は
岡

で
あ
り
、
た

だ
輩

に

同
表

の
天

嘗

響

合
計
し
て
そ
れ
ぞ
れ
±

及
び
九
で
割
つ
峯

均
高

と
な
り
、
薯

は
か
な
り
器

つ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

そ

の
相
違

の
態
檬

は
前

述

の
推
論

を
正
當
化
す

る
こ
と
に
な
ろ
う
。
何
故
な
ら

ば
、
㈹

は
要
す

る

に
産
業
別

の
各
人
員

に
ょ
る
加
重
李
均

で
あ
る
が
、

い
ま
も
し
各
産
業

の
人
員
が
相
等
し
い
な
ら
ば
、
㈹
と
切
と
は
各

行

に
み
い
て
當
然
相
等

し
く
な
る
筈

で
あ
り
、

こ
れ
が
相

違
す

る
こ
と
は
人
員

に
よ

る
影
響

を
物

語
る

の
で
あ

る
。

即
ち
㈲
が
㈲

よ
り
も
小
さ

い
こ
と
は
、
換
言
す
れ
ば
最
後

に
示
し

て
あ
る
比
率

が

一
〇
〇
を
超

え
る
と

い
う

こ
と
は
、
そ
れ

だ
け
高

い
卒
均
所
得

の
産
業

に
ょ
り
多
く
の
人
員

が
集
中
さ
れ

て
鳶
り
、

一
〇
〇
を
下
廻

る
「

こ
と
は
低
所
得

の
産
業

へ
比
較
的

偏

つ
て
集
中
さ
れ

て
い
る
こ
と
を

示
す

の
で
あ

る
。
個
人
業
主
所

得

に
お
け
る
そ
れ
は
、
全
國

・
北
海

道
と
も

に

一
〇
〇
を
超

え

て
は

い
る
も

の
の
、
殆
ん
ど
同
率

で
あ
り
彊

い
て
い
え
ば
北
海
道

の
方

が
下
廻

る
。
と

こ
ろ
が
勤
艸労
所
得

は
,

へ

全
國

の
八
九

・
七

に
樹

し
て

一
〇

一
・
五
で
あ
り
、
北

海
道

で
は
プ
げラ

ス
の
作
用

を
全
國

で
は

マ
イ
ナ

ス
の
作
用
を
、
し
か
も

そ

の
程
度

,に
お

い
て
大
き
な
差
を
も

つ
て
そ
れ
ぞ
れ

の
勤
勢
所

得

に
與

え
て
い
る
の
で
あ

る
。

こ
れ

ら
を
綜
合
す
れ
ば
、
乗
数
た

る
人
員

の
も

つ
影

響

の
重
要
性
は
、
わ
れ
わ
れ

の
筒
題

に
つ
い
て
最
早

疑
い
を
入
れ
ぬ
と

こ
ろ
で
あ
ろ

う
。

」

驕

一

'

・

.

費
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所
得
計
算

に
参

加
す

る
人
員

の
全
國

と
北
海
道

の
比
較

に
お
い
て
、
そ

の
絶
謝
値
を

と
り
あ
げ

る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
く
無
意
味

で

桝

あ
る
。

こ
れ
を
同

一
地
盤

に
ま
で
'ひ
き
下
し

て
比
較

す
る
た

め
に
、

こ
こ
で
は
就
業
者
総
敏
中

に
し
め
る
地
位
別

構
成
比
率

で
考
え

て
み

ハ
ド

　

よ
う
。
昭
和

二
十
二
年
十
月

一
日
實
施

の
臨
時
國
勢

調
査

の
結

果

に
よ
れ

ば
、
第

六
表

の
ご
と
き
デ

ー
タ
を

う
る
の
で
あ
る
が
、
北
海
道

に
お

け
る
履
傭
者
比
率

は
全
國

の
み
な

ら
す
下
欄
め
各
縣

よ
り
も
甚

だ
大
で
あ
り
、
か

つ
個

人
業

主
比
率
は
反
謝

に
い
す
れ
よ
り
も

か
な

り
下
廻

つ
て
い
る
こ
と
を
知

る
。

こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

の
紐
敏

に
つ
い
て
の
比
較

で
あ

る
が
、
更

に
よ
り
立
ち
至

つ
て
各
産
業
別

の
比
較
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(第 六 表)

雇 傭 者 敷

(同比率、

,857,276

(35.58)

695,685

(42.74)

個 人 業 主 数

(同比率)

8,216,221

(24.65)

313,233

(19.24)

 

者

敷

業親

総

33,328,963、

1,627,577

 

國

道海

全

北

132,450

(24.72)

204,783

(35.93)

161,026

(28.25)

133,059

、(24・83)

156,925

(24.19)

153・075

(23.35)

535,771

648,704

569,918

 

縣

縣

縣

、森

城

田

青

宮

秋

勤

勢

所

得

と
個

人

業

主

所
得

(
14

》

、

を
試

み
た
も

の
が
第
七
表

b
欄

で
あ

る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
勤
帥労
者

比
率

で
北
海
道
が
全
國

よ
り
も
小

で
あ

る
産
業

は
、
僅

か

に
水
産
業

・
ガ
ス
電

氣
水
道
業

・
サ
ー
ビ

ス
業

の
三
部
門
を
か
ぞ

え
る

の
み

で
あ
り
、
又
個
人

業

主
比
率

に
お
い
て
全
國
よ
り
上
廻

つ
て
い
る
産
業

は
、
金
融
業

と
そ

の

他

の
産
業

に
す
ぎ
な

い
。
殊

に
林
業

・
建
設

工
業

・
商
業

更

に
加

え
て
鑛

業

に
お

い
て
、
北
海

道

に
お
け

る
勤
勢
者

比
率

の
大
と
個
人
業
主

比
率

の

小
は
、
異
常

な

ほ
ど

に
明
瞭

で
あ

る
。

こ
の
お
そ
ら
く
北
海
道
的
な
異
常

性

の
意
味
を
追
求
す

る

こ
と
は
甚
だ
興
味
あ

る
問
題

で
あ
り

、

こ
こ
に
道

民
経
濟

の
特
質
を
解

明
す

る

一
つ
の
重
要

な
鍵
が

ひ
そ
ん

で
い
る
と

い
つ

て
も
、
お
そ
ら

く
い

い
過
ぎ

で
は
あ

る
ま

い
。

と
も
あ
れ
、

わ
れ
わ
れ

の

當
面

の
問
題

、
勤
榮

・
業

主
所
得
比
率

に
封
す

る
乗
敏

(
人
員
)

の
影
響

を
考

え
る
た

め
に
は
、
前

記

の
雇
傭
者

比
率

に
お

い
て
全
國
よ
り
小
な
る

産
業

及
び
個
入
業
主
比
傘

の
全
國
よ
り
大
な

る
産
業
が
、
水
産
業
を
除

き

い
す

れ
も
そ

れ
自
膣
と

し

て
就
業
者
総
数

の
極

め

て
少
な

い
部
門

に
麗
す

る

(
第
七
表

a
欄
を
み
よ
)

こ
と
を
指
摘
す

れ
ば
足
り
る
で
あ

ろ
う
。
し

か
し
な
が
ら
、
以
上
は
昭
和
二
十
二
年
十
月

一
周

現

在

の

歌
態

で
あ

つ

て
、

二
十
三
年
及
び

二
十
四
年

に
つ
い
て
は
直
接

的
な

ヂ
ー

タ
は
全
然
欠

如
し

て
い
る

。

い
ま

こ
れ
を
推
測

す
る

一
つ
の
方
法
と

し
て
、

二
十
五
年

〉

導
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(簗 七 表)

國全

 

道海北

(b)

業 主1雇 傭者
(a)

(b)

業 主 陸 傭者
(a)

2.20

54.97

38.99

95.94

70.10

72.56

30.08

24.54

29.81

2.17

22.13

16。31

49.87

L44

2.13

2.00

3.96

46.12

3.60

5.86

30.28

22.18

8.22

」

98.04

28.96

91.33

90.72

49.90

71.04

97.95

81.53

17.17

0.57

6.57

0.72

4.52

2.52

3.38

3.82

1轟33

4.60

72.90

23.16

99.19

78.21

76.32

96.95

36.44

91.46

9L74

49.62

75.61

98.30

85.60

25.07

12.10

25.84

0.44

15.77

14.38

(0.98)

40.37

4.54

5.52

28。20

19,18

8.61

41.95

2.24

8.72-

7.22

3.81

12.10

0.41

5.16

0.61

7.63

2.16

3.10

3.79

1.10

業

業

業

業

業

業

業道

工

工

水

産

氣

設

造

電ス

 農

林

水

鑛

建

製

ガ

業

業

業

業

業

信

ス

融

通

ビ

由

輸

一

商

金

蓮

サ

自

体

業

團

産

び

の

及

他

務

の

公

そ

(a)就 業者総数 の産業別構 威比率

(b)各 産業の就業 者中業主及び雇傭者 の占むろ割合

十
月

一
臼
實
施

の
國
勢
調
査
結
果

に
よ
り
個

人
業

主
及
び
雇
傭
…者

の
総
就
業
者
中

に
し
む

る
割
合
を
計
算
す
れ
ば

、
そ
れ
ぞ
れ
二

一
・

(
15

)

二
%

及

び

四

四

・
三
%

を

う

る
。
全

國

に

つ

い

て
み

れ

ば

、
そ

れ

ら

の
比
率

は

二

六

転

一

　
　
　

%
及

び
三
九

・
三
%

で
あ
り
、

こ
の
こ
と
か

ら
、
北
海
道

に
お

い
て
は
二
十

三
年

・
二
十

四
年

の
個
人
業
主

は
約

二
〇
%
、
雇
傭
者

は

約

四
四
%

の
水
準
に

あ

つ
た
も

の
と
考

え
、

な
お
依
然
と

し
て
前
記

の
地
位
別
就
業
比
率

の
特
異

性
は
維
持

せ
ら
れ

て
い
る
も

の
と
推

測

し
う
る
で
あ
ろ
う
。
も

と
よ
り
こ
れ

は
そ

の
総
籔

に
つ
い
畦て
で
あ

つ
て
、
各
産
業

に
お

い
て
は
相
當

の
内
部
攣
化

や
韓
換

が
あ

っ
た

か
も
し
れ
な

い
。
わ
れ
わ
れ

は
現
在

の
と

こ

ろ

こ
れ
以
上

の
詳
細
な
デ
ー

タ
を
持
ち

え
な

い
の
で
、
藤
業
別

に
ま

で
立
入
つ
て
究

明
す

る

こ
と
は
不
可
能

で
あ

る
、
が
し
か
し
こ
れ

■



、
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0

だ
け
か
ら

で
も
、
國
民
所
得

に
お
い
て
は
個
人
業
主
所
得

が
勤
勢
所
得
よ
り
上
廻
つ
て
い
る
に
か
か
わ
ら
す

、
道

民
所
得

で
は
そ
れ
が
反

封

に
な

つ
て
い
る
理
由

の
大
牛

が
、
が

か

つ
て
こ
の
個
人
業
主
比
率

の
異
常
な

低
さ
と
、
雇
傭
者
比
率

の
異
常
な
高

さ
と
に
あ
る
と
論

す

る

こ
と
は
既

に
許

さ
れ

る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

13

全
國

に

つ
い
て
は
、
`
総
理
府

統
計
局

「
昭
和

二
十

二
年
臨
時
國
勢

調
査
結
果
報
告

、
(
其

の
三
)
勢
働

力
人

ロ
に
關
す

る
概

要
」
昭
和

二
十
三
年

四
月
、

一
六
!

一
七
頁
。、

・

・̀

ロ

ヒ

北
海

道

に

つ
い
て
は
、

北
海
道
総

合
開

襲

委
員
會

事
務
局

「
北
海

道
人

ロ
推

計
及
び
雇

用
基
礎

資
料

」

昭
和

二
+

五
年
十

二
月

(
謄
爲

印
刷
)
、

二
五

頁
に
よ
る
。
な

お

こ
の
敷
字
に
、

前
記
総

理
府

統

計
局

の
資
料

に
あ
る
も

の
よ
り
就

業
者
総
敷

に
お

い
て

コ

ニ
七
人

だ
け
不
足
し

て

い
る

(
前

掲

「
概

'要

」
四
頁
参

照
)
。

こ

の
原
因

は
水
産
業

に
八
人
、

公
務

及
び
團

体

に

=

一
九
人

の
不
足

が

あ
る
こ
ど

(
例

え
ば

総

理
府
統

計
局

の
統

計
月
報

第

四
號

八

】
ー

八
二
頁

な
参

照

ぜ
よ
)
で

あ

る
が
、

道

民
所

得

の
推
計

に
利
用
さ
れ
て

い
ろ

の
は
、

右
事

務
局

の

「
資
料

」

の
藪

字

と
同

一
の
も

の
で

あ
.り
、

か

つ
比
率
的
に

さ
ほ
ど
相
違

に

な

い
も

の
と

み
て
、

そ

の
ま

＼
使
用

し
表
。

.

や

青
森

縣
に

つ
い
て
は
、

前
掲

「
青
森
縣

結

果
書

」

一
四
頁
に

よ
る
。

う

宮
城

縣

に

つ
い
て
は
、
前
掲

コ

一
+
三
年
及
び

二
十
四
年
宮
城
縣
報

告

」

の
四
〇
頁

及
び

四

一
頁

か
ら
、

二
十

三
年

の
推
計
雇
傭

者
数

及
び
個

人
業

主

敷

を
得

、
こ
れ

ら
が
二
十

二
年

臨
時
國
勢

調
査

の
敷

な

一
・
〇

二
で

ひ
§

の
ば

し
た

も
の
で

あ
る

こ
と

(
同
書

四
三
頁
参
照
)

に
も

》
ず

き
、
逆

に

一
・

〇

二
な
も

つ
て
除

し
て

も

と
の
敷

を
求

め
た
。

又
総
就
業

数
は
前
掲

統
計
局

「
概
要

」
四
頁

か
ら
得
れ
。

秋

田
縣

に

つ

い
て
は
、
前
掲

「
秋

田
縣
報

告
書

」
三
九
頁

に
よ
る
。

、

な

お

こ
の
調
査

に
お
け

る
就
業

者

と
に
、

敷

え
年

一
〇
オ

以
上

の
者

で
、
昭
和

二
+

ご
年

九
月

二
+
五

日
よ
り

+
月

一
・日

ま
で
め
う

ち
に
、

牧

入

の
あ

る
仕
亭

に
少

し
で

も
從

事

し
た
者

(
自
管
業

主
、
見

脅
人
、
徒
弟

、
家

族
從
業
者

に

つ
い
て
は
報

酬
ガ
な
く
と

も
働

い
た
揚

合
な
含

む
)
、

及
び
仕
事

な
持

つ
て
は

い
お
が
有
給

休
暇

・
悪

天
候

・
一
ヶ
月

以
内

の
病
氣

・
勢

働
璽
議

な

ど

の
た

め

一
時

仕
事

に
從
事

し
な

か

っ
六
者
で

あ
り
、

そ

の
從
業

上

の
地

位
に
、
個
人
業

主

・
會

杜
及
び

團
体

の
役
員

・
家
族
從

業
者

・
雇
傭

者

の
四

つ
に
分

れ

て

い
ろ
。

14

全
國
は
前
掲
統

計
局

「
二
十

二
年
報

告

(
其

の
三
)

」

一
七
頁
及
び

.一
九
頁
。

北
海

道

は
前

掲
線
合
開
獲

「
資
料

」

二
五
頁

よ
り

計
算
。

15

昭
和

二
+
五
年

の
從
業

上

の
地

位
分
類
は

二
+

二
年

の
そ
れ
と
同

一
で
は
な

い
。

、
こ
、
で

ぽ
雇
傭

者

の
中

に
會

肚

及
び

團
体

の
役
員

が
含
ま
れ

て

い

ろ

の
で
、

二
十

二
年

の
雇
傭
者

よ
り
も
若

干
範
園

が
廣

い
。

ち
な
み

に
、

二
+

二
年

に

お
け

ろ
北
海
道

の
會
肚

及
び
團

体

の
役
員

の
比
率
は
O

・
五

五

勤
勢

所

得

と
個

人

業

主

所

得

軍

ノ
、

多



、

勤

勢

所

得

と

個

人

業

主

所

得

-

%
で
あ
る
。
な
お
本
文
に
示
し
れ
比
率

の
基
礎
敏
宇
に
未
公
表
の
も

の
で
あ
ろ
。

・

同

垢

纏
理
府
統
計
局

「
昭
和
二
十
五
年
國
勢
調
査
、

一
%
抽
出
集
計
に
二
ろ
結
果
速
報
、
そ

の
二
、
全
國
人
口
の
就
業
朕
態
及
び
佳
宅
關
係
」

昭
和
二
十

鋤

六
年
六
旦

三
二
頁

に
よ
う
・

輌

昭
和
二
十
五
年
國
勢

調
査

に
お
け
ろ
就
業
者
と
に
、

二
十

五
年
九
月

二
十
四
日
か
ら
三
十
同
ま

で
の

一
週
間
に

つ
き
、
満

}
○
オ
以
上

の
者
で
、

二
十

二

年

の
調
査

の
揚
合
に
規
定
し
t
と
同
様

の
條
件
に
あ
る
者
な

い
う
。

な
お
こ
の
速
報

の
デ
ー
タ
は

一
%
抽
出
に
よ
る
も

の
で
あ
・り
、
か

つ
浦

一
四
オ
以

上
の
者
に

つ
い
て
の
集
計
で
あ
る
。

,

窺

國

民
所

得

の
長

期
的

な
観

察

は

、
勤
勢

所
得

比
率

が

職
前

か

ら
戦

時
中

に
か
け

て
上

昇

し
戦
後

に
お

い

て
急

落

し
、
反

封

に
個
入

業

主

所

得

比
率

が
職

前

か
ら

職

時
中

に
か

け

て
下
落

し

載
後

急

激

に
高

ま

り

、
そ

れ

が

現
在

に
至

る
ま

で
、

前

者

は
ま
た

次
第

に
上
昇

し

つ

つ

　
り

　

あ
り
、
後
者

は
次
第

に
下
落

し

つ
つ
あ
る

こ
と
を
教

え
る
。

一
読

に
よ
れ
ば
、
職
後

に
お
け

る
こ

の
態
様
は
闇
経
濟

の
跳
梁
と

い
わ
ゆ

る

イ

ン
フ
レ
利
得
者

の
出

現
、
及
び
敗
職
後

の
混
齪

に
ょ

つ
て
受

け
た
勤
榮
所
得
階
級

の
少
か
ら
ざ

る
打
撃

を
物
語
る
も

の
と

い
わ
れ
、

又

ハ
む

ヒ

そ
れ
ら
が
次
第

に
職
前

の
傾
向
に
も
き

り

つ
つ
あ
る
と
詮
か
れ

る
。
と

之
う
が
繰
返

し
て
い
う

ご
と
く
、
道
民
所
得
は
職
後

の
勤
榮

。
業

主

の
比
率
關

係

に
お
い
て
國
民
所
得

と
態
様
を
異

に
し

て
い
る
の
で
あ

る
。
前
記

の
読

が
述

べ
る
。事
項

に
關

し

て
、
北
海
道
が
そ

の
唯

一

の
例
外

で
あ

る
と
す
る
こ
と
は
當
を
得
な

い
で
あ
ろ
う

し
、
叉
よ
り
早
く
回
復

し
つ
つ
あ
る
と

い
う
こ
と
も
適
當

で
は
あ

る
ま
い
。
道
民

所

得

に
關
す

る
職
前

・
職
時
を
通
じ

て
の
デ
ー

タ
は
何
も
な

い
の
で
あ

る
か
ら
、
確
定

的
な

こ
と
は
殆

ん
ど

い
い
乏
な

い
と
し
て
も
、
職

後

の
混
齪

せ
る
渦

の
中

に
喘
"
だ

こ
と
は
道

民
維
濟
も
ま
た
然

り

で
あ

つ
て
、
む
し
ろ
既
述

の
ご
と

き
就
業
者
地
位
別
構
成

の
特
異
性

の

影
響

が
、
推

計
さ
れ
た
総
額

と
し

て
の
所
得
比
牽

の
上

に
、

一
般

的

傾

向

と
弦
異
な

る
様
相
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
考

え
る
べ
き
で
は

な

か
ろ
う
か
。
し
か
し
な

が
ら
、
更

に
こ
の
特
色

あ
る
地
位
別
構

成
に
含
ま
れ

る
實
質
的
な
意
味
内
容
を
究
明
す

る
こ
と
は
、
傘
直

に

い

)

つ
て
現
在

の
と
こ
ろ
わ
れ

わ
れ

の
能
力
を

超
え

る
問
題

で
あ

る
。
こ
こ
で
は
た

だ
附
言
的

に
、

一
つ
の
興
味

あ
る
手
が
か
り

を
提
示
す

る

へ

@

に
と
ど
め
よ
う
・
第
八
表
は
二
+
五
年
畢

調
査
の
賛

に
關
し
・
羅

者
の
地
位
別
獲

を
や
壽

細
に
分
け
た
も
の
で
あ
る
が
鴫
ビ

、

曳
'
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(第A表)

郡 部

(全國)

%
ノ

1.6

27.0

44.2

20.6

6.4

0.2

 

國全北 海 道

 

部市

%

加

23.9

、34.6

30.5

8.6

0.2

%

2.6

18.5

345

35.8

8.6

(全 國)

%

3.4

!7.7

14.8

50.8

13.1

0。3

る 業 主イ、雇 傭 者 の あ

主

者

者

業

傭

業

從

雇

の

族家

の

猫
㌣

軍

無

一

肌

ヘ

へ

ホ、 國,公 共團体,進 駐軍 の雇傭者

^、 從 業 上 の 地 位 不 詳

 

勤

勢

所

得

と
個

人

業

主
所

得

　

の
よ

う

に
全

國
を

市

部

と
郡

部

と

に
わ

け

て
考
察

す

る
と

、
封

照

的

な

…關
係

が

明

瞭

に

な

る
。

即
ち

市

部

に
お

い
て
比

較

的

多

い
項
目

が

郡
部

で
は

比
較

的

少

い
と

い
う

よ

う

に
、
か

な
り

顯
著

な
形

で
反

封

に
な

つ

て
お

り
、
総

括

し

て

の
全
國

比
率

は
當

然

そ

の

中
間

的

な

地
位

を

占

め

る

こ
と

に
な

る
。

と

こ
ろ

で
北
海
道

は
、

こ

の
市

部
-

全
國

i

郡
部

の
系

列
中

に
あ

つ

て
、

丁
度

市
部

と

全
國

と

の
中
間

に
位

置

す

る

こ
と

に
な

る

の

で
あ

る
。

が
注

意

し
な

け
れ

ば
な

ら

な

い

の
は
、

あ

る
項

目

は
市
部

の
特

徴

に
近

く

、

あ

る
も

の
は

丁
度

中
間

的

に
、

ま

た
他

の
項
目

は
む

し

ろ
全

國

に
接

近

す

る
と

い
う
多

面

的
な

性
格

を

あ
ら

わ
し

て

い
る

こ
と

で
あ

ろ

う
。
参

考

ま

で

に

い
ま
市

部

と

郡

部

の

算

術
奉

均
値

を
と

つ
て
み

る
と

、
雇

傭

者

の
あ

る
業

主

・
箪

猫

の
業

主

・

一
般

の
雇

傭

者

は

北
海

道
と

全

國

の
間

に
、
家

族
從

業

者

と

國

・
公

共

團
艦

。
進
駐

軍

の
雇

傭

者

は

市

部

と

北
海
道

の
間

に
あ

る

と

い
う

こ
と

に
な

る
。
し

か
し

わ

れ

わ

れ

の
暗

示

は

こ
れ

に
と

ど

ま

る
。

17

山
田
雄

三

「
日
本
國
民
所
得
推
計

資
料
」

一
三
六
頁
、
及
び
東

洋

経

濟

新
報
祉
編

「
日
本

経
濟
年
報
」
第
六
十
六
集
、
二
八
二
頁
第

八
表
、
二
八
三
頁
第
九
表

、
参
照
。

18

「
日
本
紹
濟
年
報
」
同
右
、
二
八
二
ー

二
八
四
頁
。

19

全
國

・
市
部

・
郡
部
比
寧
に
、
前
掲

二

%
抽
出
集
計
に
ょ
る

結

果

速

報

」
三
二
ー

三
三

頁
、
北
海
道
に
未
公
表

の
殿
字

よ
"
計
算
。

ヘノ
　

な
お
二
十
二
年
と
二
十
五
年
と
に
地
位
別
分
類
が
異

っ
て
お
.り
、
本
表

の
イ

ロ
が
二
+
二
年

の

　
ヘ
ノ

く

く

個
人
業
主
に
、

ニ
ホ
の
合
計
が
會
壮
及
び
團
体

の
役
員
と
雇
傭
者
と
の
合
計

に
見
合
う
こ
と
に

(
(

㍗
ノ

◎

転

鹸

戦
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く藁九表A)雇 傭 者

む

勤
勢

所

得

と
個
人

業

主
所

得

24年 度

1.086

23年 度22年 臨時國調

1.0431.000率)(倍

34,137苦

28,892

35,714x ,

126,498

52,660

163,273

〔7,179〕

7,107

31,035

9,862

123,694

18,927

〔41.031〕

41,482

〔98,150〕

65,775

16,460

32,786

27,748

34,300

121,489

50,575

156,807

6,825

29,806

9,471

118,795

18,177

39,839

〔79,671〕

63,170

15,809

31,434

26,604

32,886

116,480

48,490

150,343

(6,610)
6,544

28,577

9,081

113,898

17,428

38,197

60,566

15,157

 

業

業

業

業

業

業

産

工

工

設

造

農

林

水

鑛

建

製

氣
業

業

業

業

業

電
道

信

ス

業

水

融

通

ビ

ス
及

輸

一

ガ
業

商

金

蓮

サ

業由自

体
、
業

團

産の

及

他

務

の

公

そ

〔787,512〕

755.516

〔742,098〕

725,597695,685

 

計合噂

な
る
。
、右

「
速
報
」
八
頁
参
照
。

冒
頭

の
第

一
表

に
示
さ
れ
た

問
題
は
し
か

し
、
決

し

て
こ
れ
で
氷
解

し
た

わ
け
で
は
な

い
。
全
國

及
び
他
縣

と
反
封

の
比
率
關

係
を

示
す
と

い
う

理
由
は
こ
れ
ま

で
に

一
鷹

解
か

れ
た
も

の
と
し

て
も
、
な

お
改

め
て
問

わ
れ

ね

ば
な

ら
な

い
こ
と
は
、

二
十

三
年
度

に
お

け
る
勤
帥労

・
業
主
間

の
五
%

の
差
、
更

に
二

十
四
年
度

の

一
一
・
.三
七

%
と

い
う
甚
だ
し

い
差

の
要
當

性
如
何

で
あ
る
,

こ
の
問
題
は

過
去
二
回

に
わ
た
る
調
査
方
法

全
般

に
關
す

る
種

委

の
吟
味

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

が
、

こ
こ

で
は
そ

の
封
象
を
推

計
方

法
及
び
計
算

手
績

に
限

定
し
、
以
下

こ
れ
を
重
黙
的

に
検

討

し
つ
つ
問
題

の
所
在
を
示
し

て
ゆ
ヒ

う
。

四

既

に
再

三
述

べ
た
よ
う

に
、

い
わ
ゆ

る
人



鳴

讐
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(第先表B)個 人 業 主
1

22年 臨時國調 23年 度 24年 度
一 一

(倍 率) 1,000 1,043 1,086

農 業 1マ1,120 178,478憩 185,836馨

林 業 4,415 暫4
,605甚 4,794「 芳

水 産 業 36,698 38,276菅 39,854勢

鑛 業 511 533 554

建 設 工 業 9,775 10,195 10,616

製 造 工 業 28,324 29,542 30,759

ザ ス 業 電 氣
業 及 水 道 業 (66) } 陶

商 業 33,879・ 35,336 36,793

金 融 業 451 470 489

蓮 輸 通 信 業 6,858 7,153 7,448

サ ー ビ ス 業 9,904 10,330 10,756

自 由 業 9,688 10,106 10,521

そ の 他 の 産 業 1,544 1,160 !,677

1さ

合 計

曜

313,233 326,634 .340,097

 

勤

勢

所

得

と
個

人

業

主

所

得

的
方
法

に
よ
つ
て
推
計

さ
れ

る
所
得
総

額

に
大

き
な
影
響

を
與

え
る
も

の
が
、
被
乗

敏
よ
り
も
む

し
ろ
乗
敏
で
あ
る
・

と
す
れ
ぱ
、
軍
的
所
得

に
乗
す

べ
ぎ
墾

均
人
員

の
推
定

に

關
す

る
問
題

の
重

要
性

は
、

い
か
に
強
調
し

て
も
な
お
し

す
ぎ

る
と
と
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

に
は

、
少
く
と
も

産
業

別

に
つ
い
て
月

丸
の
デ

ー
タ

の
獲

得
が

必
要
と
さ
れ

る
が
、
分
配
國
民
所
得

の
場
合

に
は
、
勢
働
力
調
査
を
利

用
し

て
毎
月

の
入
員
籔

を
か
な
り

の

程

度

に

捕
捉
し
う

る
。
と

こ
ろ
が
、
地
方
行
政

ブ

ロ
ッ
ク

に
お

け
る
推
計

で

は

こ
の
調
査
結
果
を
直
接

に
は
利

用

し
え
な

い
た

め
、
非

常

に
大
謄

な
假
定

に
も

と
す

い

て
國
勢

調
査

の
計
敏

を
延

で

長
す

る
と

い
う
操
作
を

と
ら
ざ

る
を
え
な

い
。
從

つ
で
そ

の
推
定

の
距

め

の
基
礎
假
定

を
若
干
補

正
し

て
さ
之
、
結

果

の
敏
値

全
燈

が
は
な

は
だ
し
く
動

揺
し
、
推
計
上

の
ウ

イ
ー
ク
.
・
ポ
イ

ン
ト
が
そ

こ
に

つ
き

ま
と
う
と
・い
う

こ
と

に
な

る
α

㍉

本

誌
前
號

に
も

と
ク
あ

げ
た
如
く
、
道
民
所
得
調
査

に

お
け

る
二
十

三
年
度

の
入
潰
推
定

は
、
常
住
人

口
調
査

の

、
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勤

勢

所
得

と

個

人
業

主
所

得

「
20

)

結

果
か
ら

み
た
総

人
旦
の
増
加
率

で
二
十
二
年

の
デ

ー
タ
を
延
長
し

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
同
様

の
操
作

は
二
十
四
年
度

に

つ
い
て
も
探

σ

(
21

)

用

さ
れ
、
二
+
四
年

の
二
十
二
年

に
封
す
る
総
人

口
増

加
率

(
一
・
〇

八
六

)
で
二
+

二
年
を
延
長
し

て
お
り
、
從

つ
て
問
題

は
そ

の
ま

ま
繰

り
越

さ
れ

て
い
る
わ
け

で
あ
る
。

い
ま

こ
の
操
作

に
ょ
つ
て
算
出

さ
れ
、
か

つ
爾
年
度

の
道

民
所

得
推
計

に
利

用
さ
れ
た

人
員
激
を

雇
傭
者

・
個

人
業
主

に
つ
き
列
記
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
第

九
表
A

・
B

の
ご
と
く

に
な
る
。

こ
の
表

で
*
印

の
あ
る
も

の
は
人
員

の
利
用

(
22

)

さ

れ

な

か

つ

た

も

の
、

か

つ

こ

の
中

に
包

ん

だ
も

の

は

特

別

の

理

由

に

よ

つ

て
實

際

上

使

用

さ

れ

た

敏

字

で

あ

る

。

20

前
掲

「
昭
和

二
+

三
年
度
北

海
道
道

民
所
得
調
査

結

果
報

告
」

五

F
頁
謬

照

.

倍

寧

の
計
算

は

心
b
N
r
O
呂

+
W
・
o。
遣
植
o。
堕

11
一
・
宝
い
。

21

前
褐

「
昭
和

二
+
四
年
度
分

配
道

民
所
得
第

一
次
推

計

」

デ
七
頁
参

照
。
倍

寧

の
計
算

は
、

♪

鴎◎。
M
い
O
α
+
沖
o。
q
N
O。
碧

"
剛
』
o。
α
。

な

お
同
書

一
二
頁

に
は
、
推
計

上

の
問

題
点

と
し
て

こ

の
操
作

な
指
摘

し
、

資
料

の
整
・備
次
第
補

正

し
な
け

れ
ば

な
ら

ぬ
と
断

っ
て

あ
る
。

22

ガ

ス
電
氣

水
道
業
で

に
、

二
十

二
年

の
個
人

業
主
六

六
人
な
雇
傭
者

に
含

め
う
か
含

め
な

い
か
に
よ

つ
て

二
通
り

の
敷
字

が
出

る
。

二
十
四
年
度

に

含

め
、

二
十

三
年
度

に
含

ん
で

い
な

い
の
で

あ

ろ
。

(

「
二
十

三
年

度
報

告
」
五

二
頁
第

一
表

の
推
計
表
て

は
含

め
て

い
る
が
、

五

八

・
五
九
頁

の
實

際

の
計
算

で
に
含

ま
な

い
推
定
値

な
用

い
て

い
る
こ

と
に
注
意

)

自
由
業

に

つ

い
て
は
、

「
二
十

三
年
度

報
告

」

五

二
頁

の
二
+

二
年

臨
時
國
勢

調
査

就
業
人

口

の
表

に
お

い
て
、

女
子
雇
傭
者

の
敷

が
實
際

よ
り

四

一

ノ

五
人

だ
け
少

な
く
記

入
さ
れ

(
即

ち

一
四
、
五
二
〇

が

一
四
、

一
〇

五
と
な

つ
て
ー
i

お
そ
ら
く

ミ

入

・
プ

リ

y
ト

で
あ
ろ
う

)
、

か

つ
そ
れ

が
そ

の
ま

ま

「
二
十
四
年
度
第

一
款

推
計

」

一
八
頁

に
韓

載
さ

れ
、

こ
れ

に
基
ず

い
て

二
十
四
年

度
女

子
雇
傭
者

が
推
計

さ
れ
て

い
う
た
め
に
、
か

つ
と
内

の
ご
と

き
勤
軌値
一が
出
一て
、き
お

の
1
㌧
あ

る
。

公
務

及
び
團

体
は
、

二
十

三
年
度

に

つ

い
て

い
う
と
、

公
務

は
實

際
人
員
、

團
体

は

二
十

こ
年
臨
時
國
勢

調
査

の
敷
値
で

あ
り
、
(
北
海
道
行
政
調

査
室

「
昭
和

二
十

三
年
度

、
北
海

道
生
産
道

民
所
得
調
査
結

果
報

告
」
昭
和

二
+
五
年

五
月
、

一
五
三
頁
参
照

)
、

二
+
四
年
度
で

に
、

公

務
は

二
十
四
年

北
海
道

常
佳

人
ロ
調
査

の
産

業
別

「
公
務

」

の
人

口
を

と
り

、

團
体

に
前
記

の
二
十

二
年

の
敏
値

な
他

の
産

業

に
お
け
う
と
同
様

の
倍
率
で

引
伸

し
て

い
る
。
、
(
た
だ

し
二
十
三
年
度

で
利
用

し
れ
人
員

に
二

↑
、

二
四
六
人

で

あ
ろ

の
に
、
二
十
四
年
度

で
引
伸

さ
れ
る
以
前

の
数
値

に
二
〇

、

八
八
三
人

と

な

つ
て

お
り

、
雨
者

の
關
係

に
不
明
で

あ

ろ
)

な

お
第

九
表

の
数
値

が
必
ず

し
も
正
確

に

一
。
〇
四

三
倍
も

し
く
は

一
・
〇
八
六
倍

と
な

つ
て

い
な

い
の
は
、
も

と
も

と
男

女
別

や
中
分

類
別

に
そ

れ
ぞ

」
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れ
の
倍
数
な
乗
じ
四
捨

五
入
し
糞
も
の
を
合
算
し
れ
た
め
て
あ
ろ
。

こ

の
よ

う
な
操

作

の
愛

當

性

を
吟
味

す

る

直
接

的

な
方

法

と

し

て
は
、

二

つ
の
手
段

を
考

え

る

こ
と

が

で
き

よ

う
.

第

一
に
、
も

し

も

こ

の
操

作

が
假

り

に

二
十

五
年

度

の
推

計

に
ま

で
延

長

さ

れ
た

と

し

た
な

ら

ば
、

生
す

る

で
あ

ろ

う

と
こ
ろ

の
誤

差

は

ど

の
程

度

の
も

の

で
あ
ろ
う
か
・
総
人
・
器

け
る
増
翠

は

丁

=

馨

あ
る
か
ら
・
こ
の
塞

で
二
+
二
年
の
偲
人
業
き

三

三
・
二
三
三
人
及
び

へ
24

}

'

雇
傭
者
七
〇
四
、

六
三
六
人
を

ひ
を

の
ば
し

て
、

こ
れ
を

二
十
五
年

の
實
際

の
値

と
比
較

し

て
み
る
と
、
個
人
業

主
は
約

六

・
四
%

の
過

(
25

)

少
詳
債
、
雇
傭
者

は
約
○

・
五
%

の
過
大
評
債
を
生
む

こ
と
に
な

る
.
次

に
第

二
に
、

二
十
四
年

の
業
主

比
率

及
び
雇
傭
者

比
率
を
推
定

し
、
そ
れ
を
も

つ
て
二
十

四
年
調
査

の
就
業
人

ロ
緬

敏
を
按
分
し

て
、

こ
れ
と
第
九
表

の
推
定
数

と
を
比
較

し
誤
差

の
程
度
を
た
し
か
めト

る
こ
と
で
あ

る
。
先

に
濁

れ
た

ご
と
く

二
十
四
年

の
業
主

・
雇
傭
者

比
率

は
、
総

艦

的

に

は
約

二
〇
%
及

び
四
四
%
と
考

乏
ら
れ
る
か

ら
、
こ
れ

で
二
十
四
年

の
就
業
者
総

数

「

五
七

六
、
五
四
九
人
を
按
分
七

て
、
個
入
業
主
三

一
査

、

三

一
〇
人

・
雇
傭
者

六
九
三
、

六

八
二
人
を

う
る
。

こ
れ

で
第

九
表

の
各
合
計
を
吟
味
す

る
と
、
業
主

に
お

い
て
約
七

・
九
%

叉
雇
傭
者

に
お

い
て
約

一
三

・
五
%

の
過
大

評
慣
が
、
総
入

ロ
増

加
率

で

ひ
き

の
ば
す

方
法

に
あ

つ
た

の
で
は
な

い
か
と
思

わ
れ
る
。
結
局

二
十
五
年

の
誤
差
は

比

較

的

輕
微

で
あ

り
、
二
十
四
年

の
誤

差
は
可
成
り
大
き
い
と
い
う

こ
と
は
、
時
と
し

て
大
き
な
過
誤
を

犯
す
危
瞼

の
あ
る

こ
と
を
意
味
す

る
。

し
か
し
こ
れ

は
あ
く
迄
も
総
敷
と
し
て

の
業

主
及

び
雇
傭
者

に
つ
い
て
で
あ

つ
て
、

産
業
別

の
そ
れ

に
關

し

て
は
誤
差

の
態
様

は
よ
り
大
き
く

又
複
雑

で
あ

る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な

い
。
更

に
以
上

の
こ
と
は
あ
る

一
定
時
窯

の
比
較
、で
、

こ
れ
を
年
度
間
李
均
入
員

に
關

す
る
も

の
と
考

え

(
26

)

る
こ
と
に
も
な

お
問
題
が
残

る

で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
直
接

的
な
吟
味

の
外

に
、
間
接

的
な

も
の
と
し

て
は
、
例

え
ば
國
民
所

得
推
計

に
お

い
て
用

い
ら
れ

て
い
る
人
員

の
各
年

に
お
け
る
増
減

比
率

と
封
比
し

て
み
る

こ
と
も
、

一
鷹

の
吟
味
手
段
と
し

て
意
味

の
な

い
こ
と
で
は

　
の

り

あ

る
ま

い
。
第

十
表
A

・
B

は
、
國
民
所
得
推

計

に
お
け
る
雇
傭
者

敏
及
び
個
人
業

主
敷

の
月
卒
均
値

で
あ
り
、
こ
れ
に
も
と
す

い
,て
二

十
三
年
樹

二
十
二
年

㌔
二
十
三
年
度
封

二
十
二
年
度

・
二
十
四
年
野

二
十
二
年
及
び
二
十
四
年
封

二
十
三
年

の
比
率

を
そ
れ
ぞ
れ
計
算
し

勘

勢

所

得

と
個

人
業

主
所

得

尊
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(窮十表A)雇 傭 者 (輩 位千人)

'
22年

a

し

0

乱

a

孔

σび

h

-
・

ゴ

k

鑛 業

建 設 工 、i業

製 逡 工 業

ガス電 氣水 道業i

'

商 業

金 融 業

蓮 輸 通 信 業

サ ー ビ ス 業}

自 由 剰

公 務 及 團 体

その他 の 産業

491

1,195.

4,456

190

519

182

1,597

323

907

1,535

273

22年 度

・5531

1,147

4,343

185

571

199

1,589

364

939

1,572

308

23年123鞭

「
579

1,088

4,365

200

723

230

1,569

334

1,039

1,665

616

560

1,031

4,474

200

24年

711i
227

1,564

300

1,072

1,707

642

487

854

4,469

219

674

260

1,504

316

1,012

1,588

406

勤

勢

所

得

ピ
個

人

業

主
所

得

同 増 加 …率 (%)

123年/22年

a

b

C

d

e

f

g

h

●-
。

j

k

1

「

117.9

9LO

98.0

105,3

1393

126.4

98.2

103.4

月4.6

108.5

225.6

23報/22EE

IOI.3

89.9

103.0

1G8.1

124.5

114.1

98.4

82.4

114.2

108.6

208.4

24年/22年

99.2

715

100.3

115.3

129.9

142.9

94.2

97.8

111.6

1035

148.7

24年/23年

84.1

78.5

102.4

109.5

93.2

113.0

95.9

94.6

97.4.

95.4

65.9
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(軍 位 千人)(第+表B)個 人 業 主

24年23年 度23年22年 度22年

 

●

10

210

1,261

1,448

15

58

262

305

47

13

176

1,173

1,425

12

53

237

207

40

 

B

捌

防

佃

臣

分

鰯

幽

釦

12

180

1,287

1,197

10

71

225

214

32

 

13

伍

1,274

1,074

9

77

217

214

31

業

業

業

の

 

工

工

設

造

鑛

建

製

a

レ

q

業

業

業

業

信

ろ

融

通

ビ

輪

一

商

金

運

サ

α

仁

多

五

業由自
●
卸

k.そ の 他 の 産 業

 

勤

勢

所

得

と
個

人

業

主

所

得

(%)同 増 加 率

24年/23年23年度/22年 度124年/22年23年/22年

76.9

116.0

105.4

101.9

125.0

109.4

107.8

144.5

120.5

76.9

122.8

99.0

134.8

166.6

'75
.3

120.7

142.5

151.6

108.3

97.8

91.1

119.0

120.0

74.6

105.3

96.7

124.4

100.0

105.8

93.9

132.3

133.3

68.8

112.0

98.6

125.8

 

a

h

q

e

£

9
,

h

●L

k

ノ

た

も
の
で
あ
る
。
即
ち
各
年

に
お
け

る
各
産
業

の
増
減

の
程
度

は
匿

々
ぱ

ら

ぱ
ら
で
あ
り
、
從

つ
て
こ
れ
を

一

律

に
総

人
口
増
加
率

で
延
長
推
計

す

る

の
は
、
少
な
か
ら
ざ

る
過
誤

に
陥

ら

ざ
る
を
え
な

い
こ
と

に
な
ろ
う
。

参
考

ま
で
計
算
す

れ
ば
、
全
國

の
総

人

口
増
加
率

は
二
十
三
年
封

二
十
二

年

で

一
・
〇

二
七

、
二
十
四
年
封
二

(
28

)

十

二

年

で

一

・
〇

四

八

で
あ

る

。

23

二
十

五
年

十
月

一
日
現

在
で

北
海

道

の
総
人

ロ
に

四
、

二
九
五
、

五
六

七
人
で

あ
ろ

(
例

え
ば

総

理
府

統

計

局

「
統
計
月
報

」
第

二
十
三
號
、

五
〇

頁
参

照
)

か
ら
、
心
、
賠
舗

ま
N
+
い
噛
◎。

い
N
u
oQ
曽

11
一
.
=
凱
と
な

る
0

24

こ

の
雇

傭
者

歎

は
會
批

及
び
團
体

の
伽収
員

准
含

ん
で

い
、る
が
、

そ
れ
は

二
十

五
年

の
数
値

と
謝

比

す
る
九

め

で

あ

ろ
。
又

ガ

ス
電
氣

水
道
業

の
業

、



'

メ

〆

賂(72)

ノ

勤

勢

所

得

と
.個

人

業

主

所

得

主

六
六
人
は
そ

の
ま
ま
業

主
総
敷

に
含

め

て
あ

ろ
。

'

.

25

更
に
,男

女
別

に
分
け

て
考
え

る

と
、
個

人
業
主
で

は
男

二

・
五
%
、

女

三

二

「
O
%

の
過
少
評
慣

が
、

又
雇
傭
者
で

ば
男

0

・
九

%

の
過
大

評
債

、

女

○

・
九
%

の
通
少
詳
償
が
生
ず

る

こ
と
に
な
ろ

う
。

な
お
こ
れ
ら
款
業
者
総
数

及
び
男

女
別
は

い
ず

れ
も
未

公
表
て

あ
ろ
。

26

二
十

二
年

臨
時
國
勢

調
査
に
十
月

一
日

の
現
在
人

ロ
、

二
十

三
年

常
佳
人

ロ
調
査
は

八
潟

一
日

の
常
佳

人

ロ
、

二
十
四
年
北
海

道
常
住
人

ロ
調
査

に

十
月

一
日

の
常

佳
人

ロ
、

二
十
・五
年
國
勢

調
査
は
+
月

一
日

の
常
佳

人

ロ
で

あ

る
。

な

お
二
+
四
年

調
査

の
就
業
者
は
、

二
+

二
年

及
び

二
十
五
年

調

査

に

お
け

る
そ
れ
の
よ
う
に

い
わ

ゆ
う

ア
ク
チ

ュ
ア

ル

・
ス
テ
イ
タ

ス
に

よ
る
も

の
で
な
く

、

い
わ

69

る

ユ
ー
ジ

ュ
ァ
ル

・
オ
キ
収
ペ
イ

シ
ョ
y
に
ょ
る

も

の
と
聞
く
。
從

つ
て
こ

れ
ら
相
互

間

の
連
絡

は
嚴
密

に

い
え
ば

凶
難

で
あ
ろ
。

27

前

掲

「
経
濟
月
報

」
第

二
十

二
集

、

四

二
ー

四

三
、

四

六
ー

四
七
頁
。

壮
だ

し

二
十
二
年

度

は
、
統

計
研

究
會

「
職

后
日
本

の
國

民
所
得

」
九
頁

及

び

=

二
頁

に
よ
る
。

,

箆

北
海
誉

の
封
照

の
た
め
に
・

二
+

二
年
臨
時
國
勢
調
査

の
七

八
・
δ

一
千
人
・

二
+
三
年
常
住
合

璽

の
八
。
・
三

七
天

・
ρ

鵠

々

月

衣
推
計
人
ロ
の
二
+
四
年
+
月
八
一
、
八
〇
〇
千
人

(
「
勢
働
力
調
査
報
告
」
よ
・り
)
葎
と
つ
て
比
率
計
算
な
行
つ
た
。

.

そ

れ
で
は
総
人

口
増
加
率

で

一
律

に
延
長
す
る
以
外

に
、
ど

の
よ
う
な

方
法

が
考

え
ら

れ
る
で
あ
ろ
う

か
。
した

と
え
年
度
間

卒
均

の
デ

ー
タ
が
得
ら
れ
な

い
と
し

て
も
、
な

お
毎
年

一
定

時

の
業

主
及
び
雇
傭
者
数

に
つ
い
て
の
調
査

が
あ
る
と
す

れ
ば
、
そ
れ
は
最
も
良

い
近

似
値

を
與

え
る
で
あ
ろ
う
、
し
か
し

そ
の
よ
う
な

調
査

が
な

い
な
ら
ば

、
結
局

に
お

い
て
多
く

の
假
定

を
積

み
重
ね
ざ

る
を
え
な

い
こ
と

に
な

る
。

二
十
五
年

の
國
勢
調
査
結
果

の
公
表
が
、
第

九
表
に
揚
げ
た
と

十
三
年
度
及
び
二
十
四
年
度

の
入
員
推
定

を
補
正
す

べ
く
、
大

き
な

貢
献
を
齎

ら
す
か

の
ご
と
く
期
待
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

の
期
待
は
左
程
満

さ
れ
な

い
ま
ま
に
絡

る

で
あ

ろ
う
。
何
故
な

ら
ば
、
道

民
所
得
推

計

に
關
し
て
そ

の
結
果
を
利
用
す
る
場

合

は
、
濠
業

分
類
を
二
十

二
年

に
合

致
す

る
ご
と
く
組

み
替

乏
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ

る
が
、

そ

の
組

み
替
え
が
な
し
と
げ

ら
れ
た
と
し

て
も

、
二
十
二
年
か
ら

二
十
五
年

ま
で
の
三

ヶ
年

の
攣

化

の
態
様
を
ど

の
よ
う

に
推
測

す

べ
き

で
あ

ろ
う
か
。
も

し
も
二
十
四
年

の
調
査
が

、
産
業
別

男
女
別
就
業
人

口
数

に
つ
い
て
で
も
中
間

的
な
架
橋

の
役
割
を
果
し

て
く

れ
る
な
ら

ば
、
二
+
四
年
度

の
地
位
別
人
員
は

い
う
ま

で
も
な
く
、
二
十
三
年
度

の
推
計
も

か
な

り

の
接

近
を

と
げ
う
る
と
考

え
ら

れ
る

、

}

'

O

葛
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■

が
、
産
業
別

の
集
計

が
大
分
類

の
み

に
と
ど
ま
り
、
從

つ

て
二
十

二
年
調

査

へ
の
蓮
絡
手
段
を
全
く
欠

如
し
て

い
る
二
十
四
年

調
査

は
、
道

民
所
得

推
計

に
と
つ
て

無

債

値

に
も
等
し

い
。
わ
れ

わ
れ
は
結
局
、

二
十
五
年

調
査

に

一
鷹

の
手
が

か
り
を

求
め
る

と
し

て
も

、
中
間

に
お
け
る
動
き

に

つ
い
て
例

え
ば
全
國

の
そ
れ
を
借
り

な

け
れ
ば
な
ら
な

い

の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

こ
の
際

、
第
「十
表

に
お
け
る

比
率
を
準
用
す

る
こ
と
も

一
つ
の
方

法
で
あ

ろ
う
、
し
か
し

二
十
二
年
十

月

の
計
籔
か
ら
延
長
し
な
け
れ

ば
な

ら
な

い
の
で
あ

る
か
ら
、
艸労
働
力
調

査
結
果

に
よ

つ
て
二
十
二
年
十
月
基

準

の
、二
十
三
年
度

亭
均

・
二
十
四
年

度
平
均
指
敏
を
求

め
、

こ
れ
を
準

用

●

(%)(輩位千人)(簗十一表)

(e)
C

a

(d)
b

a

(c)
24年 度

李 均

(b)
23年 度

李 均

(a)

22年10月

餅

%

"

80

75

59

㎜

77

54

63

87

86

97

…
…

99

75

85

92

88

93

68

86

92

97

6,136

578

37

-
39

8

07

57

24

73

54

2

2

4
.

n∠

7
巳

、674

2,567

930

675

855

 

躍

以

5
篤

鍔

硲

915

2,713

1,048

397

423

5,900

460

200

300

〔544〕

〔97〕

2五〇

1,010

100

1,070

2,950

1,080

410

300

 

主

者

主

者

農 林 業

業

雇 傭

水 産 業
「
業

雇＼ 傭

鎖 業

主

男

女

ー者傭
業

雇

主

男

女
,

主

男

女

∬

-

ー

者

者

業

業

欝

騨

ぞ

麟

土

製

主

者

製造兼小賢業

業

麿 傭

 

勤

勢

所
得

と

個

人
業

主
所

得

、



辱

(74)

商 業

業 主

雇 傭 者1男

{女

蓮輸通信業

業 主

雇 傭 者1男

1女

自 由 業

業 主

雇 傭 者 ∫男

t女

公務 及び公共團体

業 主

雇 傭 者

その他の産業及不詳

業 主

雇 傭 者1男

1女

1,290

480

230

70

1,330

230

200

470

340

!O

!,650

270

650

310

1,500

543

283

64

1,341

205

226

578

374

り
)

0

1
轟

!
0
6

1,456

661

324

66

1,298

157

351

573

392

12

1,528

314340

538'521

240323

116

113

123

1

1

9

Q
ノ

∩
V

6◎

113

123

・110

101

116

一一250一

全 産 業

業

雇 昼 傭
(

劃il:ll:{
女Pi・2・i

}
主9・61・i 9,553

12,255

9,234

3,021

113

138

141

4
二

8

0
0

Q
/

9

!0

176

122

115

93

126

10,169

12,2・ll

9・22611

2・9831

　

l
I

991106

1031103

1041104・

10099

勤

勢
所

得

と
個

人
業

主

所

得

●
(第十二表A)雇 傭 者

旨
睡 臨時
岬翻 査

農

.林

水 産

鑛

業31,434

業26,604

業32,886

業{婁隈 粥

23年 度 2.4年 度

指 釧 傑順 障 馴 齪 順

110

110

75

95

92

34,577

29,264

24,665

85,609

14,502

126

126

80

75

59

39,607

33,521

26,309

75,538

49
,300



!

勤

勢

所

得

と
個
人

業

主

所

得

●

一一一251一

鰍 工 業{婁

(男
製 造 工 業/女

ザス謝 測 婁

商 業{婁

金 融 業{婁

無 酷 業{婁

サ ー ビ ス 業

自 由 業{婁

公務及び團体{翁

その他 の産 業

合 計

45,256

13,234

116,498

33,845

5,913

631

20,361

8,216

5,704

3,377

100,148

13,750

17,428

23,677

14,520

}誌1言
15,157

695,685

9342,088

682,199

921107,178

9732,830

1046,150

100631

11323,008

12310,106

113
.6・446

123、4,154

1・■1。1,149

・89砿238

1。3i17,9511

123129,123

110115,972
t58
,425

10121p92

10315,612

694,969

(75)

7734,847

541,746

87101,353

8629,107

1046,150

gg625

13828,098

耳4111,585

1387,872

1414,762

9898,145

689,350

103i17,951

122128,886
115116,698

75,388

9319,421
　

1・3115・612

691,871

(第十二表B)個 入 業 主

[22年劇

掴 勢翻 指

23年 度 24年"t度

釧 擬 人則 指 釧 擬 人員

㎜
講
夘
脇
響
蝋
裸

業

業

業

業

業

業

業

業

業

業

業

業

土

工

信
ス

曜

産

融

通

ビ

由

他

設

造

輸

一

の

農

林

水

鑛

建

柵裂

商

金

蓮

サ

自

そ

合 計 313,167

97

97

99

99

88

86

1161

1161

9■
1161
1131
116

165,9861
4,283

36,331

506

8,602

24,359

39,300

523

6,24i

11,489

10,947'

1,791

310,358

4

4

9

6

7

3

3

3

4

6

6

6

0

0

1

0

0

6

1

1

9

2

7

2

177,965

4,592

43,671
542

10,459

17,844

38,283

510

6,447

12,479

17,051

1,945

331,788

禽



、
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勤
勢

所

得

と
個

人

業
主

所

得津

(
29

)

す

る

こ
と

が
よ
り

良
き
接

近

で
あ

ろ

う
。

こ

の
指

数

は
第

十

一
表

の
ご
と

く

計
算

さ

れ

る
。
た

だ

し

こ

の
指

籔

に

ょ

つ

て
人
員

推

計

を
試

み

る

に
當

つ

て
、

更
に

も

う

一
つ

の
加

工

が
要

求

さ

れ

よ

う
、

そ
れ

は

産
業

分

類

の
相

違

に
も

と

す
く

調
整

で
あ

る

。
第

十

二
表
A

・
B

は

、
第

十

一
表

の
指
敏

を
利

用

し

た
推

計

で

あ

る

が
、

こ

の
利

用

に
あ

た

つ
て
わ

れ

わ
れ

は
次

の
ご
と

き

操

作

を
試

み
た

。
即

ち
農

業

と

林
業

に
は
農

林
業

指
敏

を
等

し
く

適

用

し
、

金
融

業

に
は

商
業

の
指

敏

を
用

い
、

サ
ー
ビ

ス
業

と
ガ

ス
電

氣

水
道

業

及
び

「
そ

の
他

の
産

業

」

の
雇

傭
者

に
つ

い

て
は
全

産

業

の
雇
傭

者

指
敏

を
、

又

サ

ー
ビ

ス
業

及

び

「
そ

の
他

の
産
業

」

の
業

主

に
は

【
そ

の
他

の
産
業

及

び

不
詳

」

の
そ

れ
を

、
更

に
鑛

業

業

主

に
は
全

産
業

の
業

主

指
数

を
そ

れ

ぞ
れ
準

用
輪

か

の
で
あ

る
。

29

・
・
の
表

の
基
礎
と
な

つ
て

い
る
二
十
二
年
十
月

・
二
十
三
年
度
卒
均

・
二
十
四
年
度
亭
均

の
産
業
別
地
位

別
就
業
者
敏
に
、

勢
働
力
調
査
基
本
表

に

よ
う
も
の
で

あ
る
が
、
総
理
府
統
計
局
統
計
相
談
所

の
御
好
意

に
も
と
ず
く
。

鑛
業

の
二
+
二
年
十
月
分
に

「
そ

の
他

の
産
業
及
び
不
詳
」

の
項
に
含

め
ら
れ
て

い
ろ

の
で
、

二
十
二
年
臨
時
國
勢
調
査
の
歎
宇
鎚
利
用
し
て
指
数
計

算
な
施
し
☆
。

30

こ
れ
ら

の
準
用
の
意
味

は
次

の
ご
と
く
て
あ
る
。
第
十

一
表

の

「
そ
の
他
の
産
業
及
び
不
詳
」

の
中
に
ー1
、

サ
ー
ビ
ス
業

・
ガ
ス
電
氣
水
道
業

・
そ

の
他

の
産
業
と

い
わ

ゆ
る
不
詳
が
含
ま
れ
て

い
る
の
で
あ
る
が
、

二
十

二
年
+
月
は
前
註
に
も
鯛
れ
た
ご
と
く
鑛
業
な
剃
含
ん
で
お
り
、
そ
の
分
離
に

若

干
不
合
理
な
あ
ら
わ
す
の
で
、

こ
の
項
目
の
雇
傭
者

の
デ
ー
タ
な
利
用

し
な

い
こ
と
と
し
、
從

つ
て

「
全
産
業
」

に
そ

の
準
用
指
敷
か
求

め
六
。

し

か
し
業
主
に
つ
い
て
ば
、
鑛
業

の
そ
れ
に

一
萬
人

(
推
計
翠
位
)
に
満
t
な

い
の
で
、
こ
れ
な
醗
酌
ぜ
ず

に
計
算
し

て
も
大
差
な
し
と
み
て
、

サ
ー
ビ

ス
業
及
び
そ
の
他
の
産
業
の
業
主
に
準
用
し
、
六
だ
鑛
業
業
主
の
み
は
ン

の
指
敷
を
準
用
し
て
は
若
干
危
瞼
が
あ
る
と
考
え
、

と
り
あ
え
ず

全
産
業
の

そ
れ
を
準
用
す
ろ
こ
と
と
し
糞
。

叉
第
十

一
表

の
商
業
に
に
金
融
業
が
含
ま
れ
て

い
う
の
で
、商
業
指
敷
な
そ
の
ま
ま
商
業
と
金
融
業
双
方
に
用

い
た
。

製
造
廉
小
貰
業
の
デ
ー
タ
な
考
慮
す

ろ
こ
と
は
、
か
え

っ
て
混
齪
を
櫓
す

の
で
利
用
な
差
し
控
え
れ
。

公
務
に
關
し
て
は
註
22
心
参
照

の
こ
と
。

こ

の
よ

う

に
し

て
推

定

さ
れ

た
雇

傭
者

総

敏

と
個

人
業

主
線

敏

を

、
既

述

の
ご
と

き
約

四

四
%

及

び

二
〇

%

の
推

定

比
率

に
も

と
す

く

二

十
四
年

の
人

員

、
雇

傭
者

六
九

三
、

六
八

二
人

・
個

人
業

主

三

一
五

、

三

一
〇
人

と
比
較

す
れ

ば

、
雇

傭

者

総

数

に

て
約

○

・
三
%

の

過

小
評
償

、

個

人
業

主
総

数

に
お

い
て
約

五

・
二
%

の
過

大

評
償

と

な

る
。

が

前
者

に
お

け
る

極

め

て
小

さ
な

誤

差
も

、

お
そ

ら

く

は

偶
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然

的
な
結
果
で
あ

る
か
も
し
れ
な

い
、
個
別
的

に
検
討
す
れ
ば
な

お
多
く
の
プ
ラ

ス

・
マ
イ
ナ

ス
の
差
異

が
あ

る
で
あ
ろ
う
。
既

に
地
位

別
構
成

上

の
特
異
性
を
指
摘

し
た
わ
れ

わ
れ

が
、
い
ま
全
國

の
増
減
と
此
例

す
る
憂
化

を
北
海
道

に
想
定

し
た

こ
と
自
艦

、

一
つ
の
自

己

ロ

ソ

矛
盾

と
し
て
批
判

に
値

い
す

る
態
度

で
あ

る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
な

が
ら
、

こ
こ
で
の
比
例
的
な
關
係
は
、
月

々
の
饗

化

に
お
け
る

そ

れ
で
は
な
く
、
年
度
間

亭
均

に
お
け
る
比
例

で
あ

り
、
こ
れ
に
も
な

お
多
く

の
過
誤
を
含

む
と
は

い
え
、総
人

口
増
加
率

で
各

産
業
を
」

(
31

)

`

律

に

ひ
き

の
ば
す

方

法

に
比

し

て
、
激

歩

の
前
進

で
あ

る
と
主

張

す

る

こ
と

が
許

さ

れ

る
で
あ

ろ

う

。

こ
れ

ら

の
推

定

人
員

を

乗

激

と
す

る
道

民

所

得

は

い
か
な

る
態

様

を

有

す

る
か

、

こ

の
問
題

に
直
面

す

る

に
さ

き

だ

ち

わ
れ

わ
れ

は
被

乗

数

の
問
題

を
整

理

し

て
お

こ

う
。

31

参
考
ま
で
に
他
縣
に
お
け
る
人
員
推
計

の
方
法
な
紹
介
し
て
み
よ
う
.

新
潟
縣
で
に
、
縣
濁
自

の
二
十
四
年
度
産
業
別
人
口
駅
態
に
關
す

る
賢
料
及
び
職
業
調
査

の
結
果
な
利
用
し
て
お
り

(
前
掲

「新
潟
縣
報
告
書
」
一
九
ー

二
〇
頁
参
照
)
、
宮
城
縣
そ

は
、

二
十
三
年
は
主
と
し
て
人
ロ
檜
加
率
で
ひ
き
の
ば
し

(
前
揚

=
一
十
三
年
及
び

二
十
四
年
宮
城
縣
報

告
」
四
〇
ー

四

一
頁
参
照
)
、
二
十
四
年
に
二
十

三
年

の
所
得
實
績
な
雇
傭
指
敷

・
賃
銀
指
敷

・
生
産
指
敷

・
物
償
指
敷
で
延
長
す
る
方
法
在
と

っ
て
い
る
が
、
こ
の
場

合

の
指
敷
は
経
濟
安
定
本
部
財
政
金
融
局
作
威

の
も

の
で
あ
り

(

「
同
右
」
六
頁
参
照
)
、
二
十
五
年
は
雇
傭
者
に

つ
い
て
に
國
勢
調
査

の
六
〇
分

の

一

抽
出
結
果

に
ょ

っ
て

い
ろ

(
前
掲

「
二
十
四
年

・
二
十
五
年
及
び

二
十
六
年
宮
城
縣
報
告
」
参
照
)
。

秋
田
縣
で
は
、
二
十

二
年
臨
時
國
調
な
基
礎
と

し
て
榮
働
力
調
査

の
指
藪

(
二
十
三
年
八
月
及
び

二
十
四
年
八
月
?
)
て
延
長
推
計
し
て
い
ろ

(
前
掲

「秋
田
縣
報
告
書
」
三
八
ー
三
九
頁
参
照
)。

青
森
縣

の
揚
合
は
若
干
複
雑
で
、

二
十

二
年
臨
時
國
調

の
産
業
別
地
位
別
人
員
存
勢
働
力
調
査
指
敷
に
よ

っ
て
延
長
し
、

そ
の
延
長
計
算

の
結
果

に
つ

い
て
個
人
業

主

・
雇
傭
者
そ
れ
ぞ
れ

の
産
業
別
構
成
比
率
を
計
算
す
る
、他
方
総
人
q
壇
加
率

と
勢
働
力
調
査
指
敷

に
ょ
つ
て
就
業
人
ロ
総
敷

な
求

め
、

こ
れ
か
ら
二
十

二
年

の
雇
傭
者
+
個
人
業

主
比
率

に
よ
り
雇
傭
者
+
個
人
業
主
合
計
な
算
出

し
、

こ
れ
な
基
礎
と
し
更

に
勢
働
力
調
査
指
歎
に
ょ
っ
で

お
の
お
の
雇
傭
者
総
敷
と
個
人
業
主
縛
敷
な
出
し
、

先
に
計
算

し
て

お
い
た
構
成
比
寧
で

こ
の
雇
傭
者
総
敷
と
個
人
業

主
総
敷
と
な
按
分
す
る
の
で
あ

ろ

(
前
揚

「青
森
縣
結
果
書
」

一
四
i

一
五
頁
参
照
)
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
の
設
明

と
同
書
掲
載

の
推
計
表
だ
け
か
ら
は
、

筆
者

に
と

つ
て
理
解
困
難

な
個
虎

が
二

・
三
点
あ
り
、

そ
れ
ら
に
つ
春
書
簡
で
再
度

御
教

示
な
お
願

い
し
t
の
で
あ
る
が
、
現
在
に
至
る
ま
で

つ
い
に
何
ら
返
答
な
得
る
こ
と
が

出
來
な
か

つ
大
。
な
お
産
業
別

の
指
数
て
に
、
鑛
業
・ガ
ス
電
氣
水
遣
業
・
金
融
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

・
そ
の
他
の
産
業

に
同

一
の
も

の
な
使
用
し
て

い
δ
。

勤

第

所
得

と

個
人

業

主

所

得

'

、
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勤

妙
所
得

と
個

人

業

主

所

得

五

0

3

量

被
乗
敏
即
ち
卒
均
所
得

に
關
し

て
は
、

二
十

三
年
度

は
本
誌
前
號

に
お
い
て
鱗
れ

て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
は
二
十
四
年
度
を
中

心
と
し

(
32

)

て
検
討
し
よ
う
。
千
均
賃
銀

の
算
定

は
、
事
業
所
賃

銀
調
査

の
結
果

を
毎
月
勤
帥労
統
計
調
査

の
指
敏

で
延
長
す

る
こ
と

が
基
本

と
な

り
、

資
料

の
な

い
産
業
で
は
こ
の
指
数

の

「
部
を
借
り

る
か
、
ま
た
は

事

業

所

賃
銀

調
杏
及
び
そ

の
他

の
方

法
に
よ

る
格
差
を
利

用
し

て
い

(
33

)

る
。
嚴
密

に
い
之
ば
、

一
年

の
あ
る

「
定
時

に
お
け
る
格

差
を
も

つ
て
年
度
間
奉
均

の
格
差

と
考

え
る
こ
と

や
、
全
國

の
デ

ー
タ
に
よ

る

格
差

を
北
海

道

に
お

い
て
そ

の
ま
ま
利

用
す
る
こ
と
は
、
産
業
別
賃
銀
水
準

の
月

々
の
鍵
化
態
様
が
甚
だ
し
く
相
違
す

る
も

の
で
あ
り
、

(
34

)

か

つ
全

國

と
北

海
道

と

で
も
異

な

つ
て

い
る

事
實

よ

り
し

て
必
す

し

も
當

を
得

た

虚
置

と
は

い

え
な

い
が
、

現
在

の
と

こ
ろ
資

料

の
關

係

上

止
む

を

え
な

い
で
あ

ろ

う
。

た

だ

し

一
定

の
格

差

を
男
女

合
計

し

た

一
人
當

り

卒

均
賃

銀

に
乗

す

る
場

合

は

、

男
女

別

々
の
李

均
賃

銀

の
人

員

に
よ

る
加
重

平
均

が
そ

こ
で
考

え
ら

れ

て
い
る

こ
と

に
な

り

、
從

つ

て
男
女

人

員

が
同

一
牽

で
攣

化
す

る
と

い
う
假

定

を
捨

て

る

と

、

こ

の
加

重

亭

均
値

も

當

然

な

が

ら

少

し

く
攣

化

す

る

の

で
あ

る

。

(
後
出

第

十
九

表
B

を

み

ょ

)

32

本
誌
前
號
に
お
い
て
、
毎
月
勤
勢
統
計

(
毎
勤
)
に
よ
る
指
敷
と
毎
月
賃
金
調
査

(
毎
賃
)
に
ょ
る
指
敷

が
、

か
な
り
そ
の
動
き
を
異
に
し
て

い
%

こ
と
な
指
摘
…し
穴

(
「商
學
討
究

」
第

二
巻
第

一
號
、

一
五
八
ー

一
五
九
頁
参
照
、
そ

の

一
五
八
頁

の
第
七
表

と

「
分
配
道
民
所
得
第

一
次
推
計
」
中

に

計
算

さ
れ
て
あ
る
指
敷
と
を
比
較

せ
ら
れ
郭

い
)
が
、
本
年
四
月
よ
り
、
毎
賃
は
毎
勤

の
地
方
調
査
と
し
て

一
元
化
さ
れ
る
に
至
.り
、

こ
の
比
較
ぷ
り

生
ず
る
問
題
は
將
來
獲
生
し
な
い
こ
と
に
な

っ
九
。

な
お
こ
の
毎
賃

の
調
査
集
計
方
法
に
つ
い
て
、
そ
の
基
礎
に
あ
る
統
計
理
論
と
實
際
に
お
け

る
技
術
的
操
作
と
の
間
に
存
す
る
ギ
ヤ
ッ
プ
、

及
び
そ
ρ

ギ
ヤ
ツ
プ
よ
り
生
ず
る
重
大
な
ろ
誤
謬
な
指
摘

し
六
注

目
す
べ
き
文
献
な
、
参
考
ま
で
に
あ
げ
て
お
こ
う
。

北

海

蓮

立

勢
働
科
學
研
究
所
研
究
寳
料

ジ

「
毎
月
賃
金
調
査
に
ょ
る
雇
用
指
敷
に
封
す
る
統
計
技
術
的
疑
義

と
修
正
意
見
」
昭
和
二
十
六
年
五
月
。

33

前
掲

「第

一
次
推
計
」

二
八
ー

二
九
頁
。

『

ρ
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(輩位千圓)(第+三 表ナ

額総サyプ ル準均

て,182

3,546

3,510

2,432

6,670

556

1,875

2,380

4,255

426

2,140

124

2,264

377

513

591

585

608

(2,297)

(574)

375

476

(851)

(426)

428

124

(552)

(276)

サ ソプ
ル 敷

14

6

6

4

(4)
30

5

5

(2)
10

5

1

(2)
6

 

域

域

域

域

地

地

地

地

均

央

部

部

部

中

東

南

北

計

綜 合 工事

域

域

地

地

央

部

中

東

計

ダ

エ
事工別職

均

域

域

地

地

均

央

部

中

南

計

く事工
,

備設

風

勤

勢

所

得

と
個

人

業

主

所
得

■
■

噛

34

こ
の
賃
銀
水
準
の
産
業
別

雌愛
化

態

様
に
關
す
る
分
析

に
、
北
海
道
立
勢
働
科
學
研
究
所

「
潰
民
輕
濟
に
お
け
る

賃
金
の
役
割
」

(
研
究
調
査
報
告
第
三
十
五
號
)
昭
和
二

十
六
年
五
月

へ
謄
爲
印
刷
)
、
第
四
章
な
参
照
。

業

主
所

得

の
算
定

に
關
し

て
は
、
技

術
的

に
若
干
疑

問
が
あ

る
。
そ
れ
は

サ

ン
プ

ル
の
と
り
方
及
び
集

計

の

方
法

に
っ
い
て
で
あ

る
が
、
;

十
四
年
度
分

に
關

し

て

亭
均
業
主
所
得

の
サ

ン
プ

ル
調
査
を
行

つ
た
産
業

は
、

建
設

工
業

・
製
造

工
業

・
商
業

(
小
費
業

の
み
)

・
サ

ー
ビ

ス
業

で
あ

り
、

こ

の
う
ち
建

設

工
業
及
び
小
費
業

は
、
分
類
し
た
項
目

の
奉
均
所
得
を
更

に
分
類
項
目
籔

で
亭
均
す

る
と

い
う
誤

つ
た
方
法
を
と

つ
て
い
る
。

い

ま
求

め
る
も

の
は
全
騰
と
し

て
の
人
員
を
乗

す

べ
き
全

艦
ど
し

て
の
準
均
所
得

で
あ

る
か
ら
、
各
分
類
項
目
別

の
耶
均
が
同

[
で
な
。い
限
り
、
叉
各
項
目

の
サ

ン
プ

ル

藪
が
同

一
で
な

い
限
り
、

項
目
別

亭
均

の
干
均
は
當
然

そ
れ
と
異
な

つ
た
値

に
な

り
、
明

ら

か

に

不
當
で
あ

(
35

)

(
36

)

る
。
第

十
三
表
及
び
第

十
四
表

は
、
建
設

工
業
及
び
小

費
業

サ

ン
プ
ル
調
査

の
集
計

に
つ
い
て
爾
計

算

の
結

果
鰍



璽
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(學 位千圓)

(80)

(第 十 四 表)

ザ ンブ
ル 数

F

蒼業牧入 難 樹 同左鞠
呉 服

そ の 他 の 食 精 品

木 竹 製 品

34

22

、8

87,352

34,535

8,390

1②27813・2
1

4.780217

1.590189

籾

72

網

伽

脱

……
伽

甥

廟

刎

篇

断

㎜

21,378

504

7,496

13,325

2,725

854

4,858

3,867

327

2,484

7,990

2,846

718

88,576

13,935

29,430

29,384

14,525

24,200

25,399

12,529

3,484

18,400

62,088

15,267

3,505

 

65

7

27

31

15

8

21

15

2

12

29

17

4

物

具

誌

品

茶

類

物

槻

器

貨

介

物

器

雑

粧

履

荒

化

疏

眼

雑

魚

及

及

及

・

・

服

・

磁

・

吻

藥

實

計

品

鮮

傘

械

籍

問

和

小

機

書

醤

果

洋

金

時

陶

洋

生

洋

具 ・ 丈 房 具

 

玩

の

(3,588)

(224)

86,020

27ヱ

470,999

1,486

317

(16)

 

計

均

合

耶

を
樹
比
し
た
も

の
で
あ
り
、
例
え
ば
第
十
四

表

に
お
い
て
、
サ

ン
プ

ル
敏

三
四

の
呉
服

小

費
業

の
サ

ン
プ

ル
干
均
牧
支
差
額
三
〇

二
千

圓
と
、

サ

ン
プ

ル
敏

二

の
陶
磁
器
小
費
業

の

サ

ン
プ

ル
卒
均
牧
支
差

額

一
六

四
千
圓

と

を
、
同
等

の
重
要
性
を
も

つ
て
取
り
扱

い
う

る
と

い
う
積
極
的
な
根
撮

の
な

い
限

り
、
か

つ
こ
内

の
計

算
結
果
は
探

用
で
き
な

い
も

の

と

い
わ
ね

ば
な
ら
な

い
。
も
し
小
費
業

卒
均

牧
支
差
額

に
つ
い
て
、

二
七

一
千
圓

と
い
う

額
が

い
わ
ゆ

る
賓
情
以
上

に
甚
だ
し
く
高

い

も
の
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
サ

ン
プ

ル

の
と
り
方

に
問
題
が
存

す
る

の
で
あ

つ

て
、

そ

の
場
合

二
二
四
千
圓
を
探

用
す

る
こ
と
は

◎

二
重

の
誤

り
で
あ
ろ
う
。

サ

ン
プ

ル
の
と
り

方

に
つ
い
て
は
報
告
書

の
中

に
全
然
読
明

が

な

い
の
で
、
詳

し
い
内
容
は
知
り
え
な

い
の

で
あ

る
,が
、
例

え
ば

い
ま

の
小
費
業

に
つ
い
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み
る
と
、
二
十

四

年
度
は
第

+
五
表

懸

鐙
)二
+
三
年
度

(
銘

》

は
同
表
B

の
ご
と

く
配
分

さ
れ

て
い

る
,
業
種
霧

類

が
異

つ
て
勢
る

の

で
薩
接
比
較

は
田

來
な

い
の
で
あ
る

が
、
二
十
四
年
度

に
お

い
て
は
よ
り

多
く
む
ら

が
あ

る

の
で
は
な

か
ろ
う

か
。
A
表

に
お

い

て
み
ら
れ
る
よ
づ

に
、
署
藥

位
粧
品

の
農
業

町
村
、
生

鮮
魚
介

の
農
業
都

(第十重表A)
「

一般

都市
農業
都市
漁業
都市
炭鑛
都市
早般
町村
農業
町村
漁業
町村
炭鑛
町村
計

呉 服
そ の 他 の
食 料 品

木 竹 製 品

小間物 ・荒物
●

機 械 及器 具

書 籍 及雑 誌

署藥 ・化粧品

果 實 ・疏 茶

洋 服 類

金 物

時 計 ・眼 鏡

陶 磁 器

洋 品 雑 貨

生 鮮 魚 介

洋和傘及履物

玩具 ・r交房具

1

6

3

14

1

15

1

3

2

4

3

1

3

辱

2

3

2

5

1

6

1

1

5

3

6

17

2

3

1

2

3

1

3

1

3

4

3

1
■

1

1

4

1

1

1

14

2

2

20

1

4

5

1

2

2

3

1

4

3

1
3

4

2

13

1

2

16

4

讐

7

2

2

4

2

6

2

3

1

2

3

3

3

1

1

3

、

3

4

2

1

1

4

1

2

1

1

34

22
5

8

65

7

27

31

15

8

21

工5

2
ら

12

29

17

4

計 62 49 2618 65 59 28 20 317

'

(第十S表B)
＼

一・般

都 市

農村
都市
漁村
都市
炭鑛
都市

一般

町村
農村 漁村

炭鑛
町村 計

食 糧 品 6 4 2 1 3 1 2 1 20
型

自 韓 車 5 .2 1 1 3 1 2 1 16

鮮 魚 5 2 1 1 3 1 1 1 15

玩 具 3 3 2 1 2 1 1 1 14

履 物 6 3 2 1 3 1 2 ■19
1
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陀

佑

18

6

17

16

14

12

14

19

14

15

17

15

1

1

1

1

1

1

㌔

1

2

1

(2)
1

2

1

1

2

1

1

2

2

丹♪

3

ハ∠

3

0
/

3

3

q
/

3

2
/

Q
ノ

Ω
ノ

2
ノ
・

1

1

1

1

2

1

2

2

1

1

2

2

1

2

1

1

3

3

3

1

3

3

3

3

2

3

3

3

3

3

4

5

6

3

4

5

3

3

3

6

3

4

5

3

具

籍

鏡

.房

囎

)

計

82

文

書

時

(

具

果

肉

子

道古

青

食

菓

電 氣 器 具

陶 磁 器

藥 種

金 物 ・荒 物

古 着

化粧品小問物

家 具

28916(26)
25

1617 52275382

 

計

市

は
何
故

に
か
く

も

多

敏

の
サ

ン
プ

ル
が

と
ら

れ

て

い
る

の

で
あ

ろ

う
か

。

又
B

表

と

比
較

し

て
陶

磁

器

や
玩
具

文
房

具

が
何

故

に
か
く

も

少

な

い

の
で

あ

ろ

う
か

。
暦
別

化

の
な

い
全
般

的
な

ラ

ン
ダ

参

・

サ

ン
プ

リ

ン
グ
法

を
探

用

し

て
、

偶
然

こ

の
よ

う
な
結

果

に
な

つ
た

の
で
あ

る
な

ら

ば

と

も
角

、
業

種

別

地
域
別

が
相

當

重

要
覗

さ

れ

て

い

る
よ

う

に
見

う

け
ら

れ

る

に
か

か
わ

ら

す

、
な

お

こ

の
よ

う
な

結

果

を

呈

し

て

い
る

こ
と

は
、
.
こ

の
面

に
お

い
て
問

題

を

多
く
残

し

て

い
る
も

の
と
思

わ
れ

る

。

殊
た

こ

の
小
費
業

の
サ

ン
プ

ル
調
査

結

果

が

、

一
定

の
格

差

に
よ

つ

て
他

の
商
業

部
門

に
韓

用

さ
れ

、
そ

の
商

業

一
業

主
當

り

所

得

が

又
他

の
産
業

に
利

用

さ
れ

て

い
る

の
で
あ

る

か

ら

、

こ

の
問

題

の
意

義

は

極

め

て
重

要

で
あ

る

ρ

35

前
掲

「
第

一
吹
推
計
」
九

一
頁
に
ょ
ろ
。

36

「
同
右
」
九
八
頁
及
び

一
〇
二
ー

一
〇
五
頁
に
よ
う
。

37

「
同
右

」

一
〇
二
ー

一
〇
五
頁
に
よ
る
。

38

前
掲

「
二
十
三
年
度
生
産
道
民
所
得
調
査
結
果
報
告
」

一
〇
∠

!

一
ニ

ノ

の

ノ

三
頁
に
よ
る
。
表
中
か

つ
こ
に
て
示
し
れ
の
は
、
業
種
別
と
地
帯
別

の
集

計
表

上
の
く

い
ち
が

い
で
あ
る
。

又
業

主

所

得

計

算

に
お

い

て
直
接

人

的
方

法

を

と

つ

て

い
な

い

の

で
あ

る

が
、

総
所

得

か
ら

勤

勢

所

得

を
差
引

く

こ
と

に
よ

つ
て
そ

れ

齢



(83)

(軍 位千 圓)

一_259-一

(第 十六 表)

123年 度
所得率 所 得

修 正
所得率 修 正 所 得

一 ・般 用 材 7731

ず

3,248,497 78.15 3,283,793

薪 炭 用 材 77.31 134,814 78.15 136,280

ガ ス 用 薪 2aoO 4,609 28.00 4,609

普 通 薪 77.31 266,774 78.15 269,672

木 炭 47.36 330,484 48.68 339,695

野 鳥 獣 73.32 32,272 74.21 32,664

特 殊 林 産 73.32 37,060 74.21 37,510

、 曽

計 4,05馬510 4,104,223

24年 変
'

一 般 用 材 77.68 5,204,600 『77
.65 5,202,590

薪 炭 用 材 77.68 1,482,369 77.65 1,481,797

ザ ス 用 薪 31.92 1,383 45.17 1,957

普 通 薪 77.68 220,105 77.65 220,020

木 炭 42ρ7 333β63 52.52 416,793

特 殊 林 産 44.65 44,203 38.23 37,847

苗 木(民 管) 68.98 52,343 69.36 52,631

〃(官 瞥) 36.98 20,463 38.65 21,387

計 7,359,329

1

7,435,022
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9

を
求

め
る
と
い
う
虚
置

か

ら

み

れ

ば
、
林
業

サ
ン
プ

ル
翻調
査

の
所
得
率

計
算
も

い
ま

の
問
題
と
決

し

て
無
關

係

で
は
な

い
。

こ

の
サ

ン
プ

ル
調
査

は
五
業
種
目

に
分

か
れ

て
お
り

、
先

す
素
材
生
産
で
は

サ

ン
プ

ル
毎

の
石

,

當
り
亭
均
所
得

の
卒
均
と
、
同
様
石

當
り
卒
均
経
費
及

び
利
盆

の
李
均
か

「ら
所
得
率

を
求

め
、
瓦
斯
用
薪

生
産

で
は
サ

ン
プ

ル
毎

の
八
貫
俵
當
り
李

均
所
得

と
同
様
俵

當
り
金
額
か
ら
、

叉
苗
木

生
産

で
は

サ

ン
プ

ル
毎

の
所

得
率

を
奉

均
し

て
、
木
炭
製
造

に
お

い
て
も

ザ

ン
プ

ル
毎

の
所
得
率

の
卒

均

に
よ

つ
て
、
最
後

に
特
殊
林
産

で

は

サ

ン
プ

ル
毎

の
原
木

一
石
當
り
所

得
率

の
平
均

に
よ

つ
て
所

得
率

を
計

　
　
　

算
し

て

い
る

の
で
あ

る
。

し

か
し

な

O
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'

が

ら
,

い
ま
既
知

の
総
産
額

か
ら
総

所
得
を
求
め
る
た
め

に
所
得
率
を
得

よ
う
と
し

て
い
る
の
で
あ

る
か

ら
、
こ

の
際

必
要
な
も

の
は
あ

一60

く
ま
で
も
総

所
得

と
総
産
額

と

の
比
率

で
あ

つ
て
、
個

々
の
経
螢

に
お
け

る
所

得
ど
産
額

の
比
率

の
李
均

で
は
な

く
、
、
い
わ

ん
や
個

々

の

　

経
螢

内

に
お

け
る
軍
位
當
り
所

得

と
箪
憤

と
の
比
率

の
卒

均

で
も
な

い
。
從

つ
て
こ

の
サ

ン
プ

ル
調
査

で

一
石
當
り

(
も
し

く
は

一
俵
當

二

り
)
計

算
を

と
る
こ
と
は
、
総

石
敏

の
中
か
ら
標
本
石
敏

だ
け

の
サ

ン
プ

ル
を
抽
出
し
た
こ
と
に
な

り
、
総

経
螢
数
か
ら
標
本
維
鶯
艦
敏

の
サ

ン
プ

ル
を
抽
出
す
る
場
合
と
意
味

が
異
な

る
。

こ
の
場
合

は
、
後
者

経
螢
艘

を

サ

ン
プ

ル
軍
位

と
し

て
考

え
て
い
る
よ
う

で
あ
る
か

ら
、
生
産
石
数

の
異
な

る
サ

ン
プ

ル
に
お
い
て
石
當

り
計
算
を
と
る
こ
と
は
不
合

理
で
あ

ろ
う
。
從

つ
て
ま
た
各
維
螢
艦

に
お
け
る
石
當

り
準
均

所
得
率

を
更
に
箪
純
平
均
す
る
こ
と

の
誤

り
は
、
も
は

や
い
う
ま

で
も
あ
る
ま

い
。
以
上

の
こ
と
は
二
十
三
年
度

の
サ

ン
プ

ル
調

査

に
つ
い
て
も

い
い
う

る
こ
と

で
あ
る
。
第
十

六
表

は
、
爾
年
度
め

サ

ン
プ

ル
調
査
結

果

の
集
計
計
算
を
出
來
う

る
か
ぎ
り
正
確

に
し
、

か

つ
そ
れ

に
も
と
す
く
所
得
率

か
ら

求
め
ら
れ

る
所
得
額

と
、
も
と

の
所
得
額
と
を
封
照
的

に
示
し
た
も

の
で
あ

る
が
、
そ

の
所
得
率

計

算

に
當

つ
て
は
へ

一
般

用
材

で
は
石
當
り
計
算
を
総
額

に
ひ
き
も
ど
し
、
木
炭

の
二

十
三
年
度

は

サ

ン
プ

ル
の
支
廃
別
李
均

の
李

均
を

サ

ン
プ
ル
全
盟

に
ひ
き
も
ど
し
、
特
殊
林
産

σ
二
十
四
年
度

も
石
り
計
算
を
総
額

に
あ
ら
た
め
、
苗

木

で
は

サ

ン
プ

ル
毎

の
所
得
率

の
平
均

(
40

)

を
サ

ン
プ

ル
全
艦

の
所
得
率

に
訂
正
し
た
,

又
二
十
四
年

の
ガ

ス
用
薪
及
び
木
炭

は
修
正
す

べ
き
充
分
な
る
デ

ー
タ
が
集
計
表

に
な

い

の

　む

　

で
、
出
來
う

る
か
ぎ
り

の
修
正

に
と
ど
ま

つ
た
。
そ

の
結
果
生
じ
た
林
業

所
得
総
額

に
お
け

る
差
異

は
、
決

し

て
僅
少

と
は
い
え
な

い
で

あ
ろ
う
。
從

つ
て
こ
の
総
額
か
ら

、
別

の
計
算

に
ょ

つ
て
求

め
た
勤
榮
所

得
総
額
を
控
除

し
ハ
個

人
法
人

の
比
率

に
よ
り
按
分
し

て
算
出

す

る
林
業
個

人
業

主
所
得
も
、
相

當

の
攣
化
が
み

こ
ま
れ

る
と

い
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
勿
論
以
上

の
修

正
計
算
は
軍

に
集
計
表

に
つ
い
て

の
ζ
と

で
あ

つ
て
、
サ

ン
プ

ル

の
と
り
方

に
關
し

て
は
、
他

の
サ

ン
プ

ル
調
査
と
同
様
問
題

が
残

つ
て
い
よ
う
。

し

綴)

劣

離

「
第

一
吹
推
計
」
六
↑

七
三
頁
.

(

40

薪
炭
用
材

及
び
普
通
薪
は
雨
年
と
も

一
般
用
材
の
所
得
率
な
準
用

し
、

二
十
三
年
度

の
野
鳥
獣
及
び
特
殊
林
産
に
、

素
材

・
薪

・
木
炭

の
総
産
額
合

、

'

櫛

喝
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計

と
所
得

合
計

か
ら
所

得
寧
な

計
算

し
て

い
る

の
で

、
表

に
示
す

ご
と
く

そ
れ

ぞ
れ
憂

つ
て
き

て

い
る

の
で
あ
ろ
。

4ー

ガ

ス
用
薪
で

は
、

そ

の
所
得

は
債
格

マ
イ
ナ

ス
紹

費

小
計
ブ

ラ

ス
加

工
賃

と
な

る

(
前
掲

「
二
十

三
年

度

生

産

遣
民
所

得
報

告

」
四

〇
i

四

一
頁
参

照
)

の
で
あ

ろ
が
、
二
十
四
年
慶

の
集

計
表

で

は
二

十
三
年
度

の
そ
れ
と
異

な
り
、
紹
費

小
計
中

に
既

に
加

工
賃

が
含
ま

れ
て

い
な

い
、

從

っ
て
こ
こ
で

は
盟
〒
に
債
格

マ
イ
ナ

ス
経

費
小
計
で

よ

い
の
に
、
表

頭

に
は
債

絡

マ
イ
ナ

ス
纏

費
小
計
プ

ラ

ス
加

工
賃

な

ろ
公
式
な
掲

げ
、

し

か
へ
實
際

の
計
算

に
當

つ
て
は
便
格

マ
イ
ナ

ス
紹
費
小

計

マ
イ
ナ

ス
加

工
賃

の
ご
と
之

行

つ
て

拓
り

、

更

に
そ

の
各

サ

ソ
プ

ル
の
所
得

率

な
軍

純

に
李

均

し
て

い
う
と

い
う

三

重

の
誤
り

な
犯

し
て

い
る

(
前
掲

「
第

一
次
推

計

」
七
〇
レ

七

一
頁
参

照
)
。

・
・
の
外

に
各

サ
y
プ

ル
の
藪
字
が
す

べ
て

八
貫

俵

一
俵
當

り

の
も

の
で

あ
る

こ
と
も

修

正
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
個

所
で

は
あ

ろ
が
、

俵
敷

が
記
載

し
て
な

い
の
で
、
雨

年
度

と
も

そ

の
部
分

は
未
修

正

の
ま
ま
で

あ

ろ
。
り

木
炭
で
は
、
爾
年
度
と
も
サ
y
プ

ル
が
支
廃
別
に
整

理
さ
れ
て

い
る
が
、

二
十
三
年
度
は
支
晦
別

の
サ
y
プ

ル
数
が
附
記
し
て
あ
る

(
「
生
産
所
得
報

告
」
四
〇
頁
)

の
に
、
二
十
四
年
に
は
そ
れ
が
な

い

(
「
第

一
次
推
計
」

七
ニ
ー

七
三
頁
)
、
こ

の
点
疑
問

の
ま
ま
未
修
正
で
あ
る
。

な

お
附

言

的

に
、

水

産
業

の
サ

ン
プ

ル
調
査

に

つ
い

て
若

干

燭

れ

て
お

こ

う
。

二

十

三
年
度

は
漁

携
業

の
漁

具
別

サ

ン
プ

ル
調

査

に
よ

つ

て
漁

具
別

所

得

が
計

算

さ
れ

、
更

に
漁

拷

業

全

髄

の
所

得

率

が
養

殖

業

に
も

準

用

さ

れ
、

か

つ
生

産
者

一
貫

加

工

は
食

料

品

工
業

五
人

(娼

)

未
満

工
場

の
所
得
率
を
準
用
し
、
以
上
を
合
計
し

て
水
産
業

所
得
を
求

め
、
勤
勢

所
得
は
前
記
漁
携
業

の
勢
務
賃

銀
を
そ

の
ま
ま
走
り
、

・.

(
43

)

こ
れ
を
所
得
総
額
か
ら
控
除
し
そ

れ

に
個
人
分
比
牽

を
乗
じ

て
個
入
業
主
所
得
を
計
算
し

て
い
た

が
、
そ

の
後

、
漁
掛
業
生

産
額

・
同
サ

ン
プ

ル
調
査
及

び
生
産
者

一
貫
加

工
の
生
産
額
が
修
正
さ
れ
、
ま
た
生
産
者

一
貫
加

工
に
も

サ

ン
プ

ル
調
査

が
實

施
さ
れ

る
な
ど
し

て
、全

膣

が
か
な
り
攣

化
し

て
い
る
。

い
ま
こ
の
修
正
さ
れ
た
漁
掛
業

の
サ

ン
プ

ル
調
査

に
つ
き
、

サ

ン
プ

ル
数
を
漁
具
別

に
列
記

す
る
と
第
十

、

(
44

)

七
表

の
ご
と
く

に
な

る
。
こ
れ
は
同
表

の
着
業
敏

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抽
出

さ
れ
た
も

の
と
み

て
よ

い
で
あ
ろ
う
が
、
第

一
に
抽
出
敏

の
決
定

に
統

一
性
が
あ

つ
た
と
は
思

わ
れ
ず
、
第
二

に
全
膿

の
亭
均
生

産
額
と

サ

ン
プ

ル

の
李

均
生
産
額

と
を
比
較
し

て
明

ら
か
な

よ
う

に
、
抽

あ

出

さ
れ
た
サ

ン
プ

ル
経
螢
髄
は
大
規
模

に
相
當
偏

つ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
偏
り

の
結
果

が
、
所
得
率

と
勢

務
賃
銀
率

に
ど

の

よ
う

に
響

い
て

い
つ
だ

か
は
判
明
し
難

い
が
、
こ
の
点

に
問
題
を
淺
し
て
い
る
こ
と
は
勿
論

で
あ

る
。同
表

で
は
参
考

ま

で
に
二
十
四
年
度

の
サ

ン
プ

ル
敏

も
掲
示
し

て
お

い
た

が
、

や
は
り
前
記

と
同
様

の
こ
と
が

い
之
る

の
で
は
な

か
ろ

う
か
。
殊

に
爾
年

と
も
サ

ン
プ

ル
が
唯

勤

勢

所

得

と

個
人

業

主

所
…得

"

嚇

O
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(第 十 七 表)

勤
勢

所

得

と
個

人

業
主

所

得

着業敷 卒均生産額
サ ンプ ル サyプ ル卒均

歎 生 産 額
、24年度 サ
;ン ブ 几藪

錬 定 置 1,360
千円

925,915 5
円1

,234,812

1

6

〃 刺 網 7,224 16,090 8 200,076
貼,

9

い か 釣(船 持) 9,313 2 !90,000 9

〃(乗 組員)
13

45,333 3

機 船 底 曳

小 型 手 繰

190

1,293

1隅119}6

9玩510}7

9,469,936

】,342,557

7

16

齪i漕 曳 916 626,442 2 507.000・ 2

"底 建 959 131,345

〃 (1,875) (373,217)

露 刺 綱 1,157 108,891 2 140,400 2

〃 延 縄 1,781 90,032 4 1,541,250 6

鮫 刺 .網 】28 698,779 1 1,095,775 2

-

」

170,000

798,165

 

1

2

7

6

10

4

2,589,950

2,593,697

94,434

 

5

7
鳳

4
る

314

1,157

1,781

(2,938)

830

399

?5,595
28,500

137,276

69,469

35,459

(48;853)

259,250

2,337,229

37,041

37,886

 

置

置

取

他

探

定

'
定

の

布

〃

鱈

〃

〃

鯛

鮭

昆

そ

い

一
つ
の
部
分
も
あ

る
の
で
あ

る
が
、
そ

の

所
得
率
及
び
賃
銀
率

で
當
該

漁
具

の
所

得

及

び
賃
銀

を
推
し
測

つ
て
よ

い
も

の
で
あ

ろ
う
か
。
例

え
ば
二
十
四
年
度

の
鱈
延
縄

は
、
サ

ン
プ

ル

一
で
、
所
得
牽

マ
イ

ナ

ス

ニ
六

・
四
五
%
、
艸労
務
賃
銀
率

一
=
二
.

(
45

)

三

三

%

で
あ

る

が
、

こ

の
異

常

な
奉

を

そ

の
ま
ま

使

用

し

て
も

差

し

支

え
な

い

の
で

あ

ろ
う

か
。

ち

な

み

に
、

こ

の

一
個

の
サ

ン
プ

ル

の
生
産

額

は
鱈

全
艦

の
そ

れ

の
約

○

・

一
二

%

に
す

ぎ
な

い

の
で
あ

る
。

こ

の
外
賃

銀

率

が
甚

だ
高

く

。
從

つ

て
所

得

率

が

マ
イ

ナ

ス
も

し

く

は
か

な

り
低
《

な

つ
て

い
る
観

漕

曳

・
鮫
刺

網

・
同

延

縄

な

ど

、

お

の
お

の
サ

ン
プ

ル
敏

二

・
二

・

}

で
あ

り
。

か

つ
そ

の

サ

ン
プ

ル
生

産

額

は

當

該

漁

具

総

窟

額

の
そ

れ

ぞ

れ
○

・
〇

五

%

・
O

・
五

八
%

及
び

○

・
〇

九

%
を

示

■

e

、



、
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(第十八表A)業 主 入 員

24年 度23年 度構 成 比 傘

3,426

26,167

1,210

4,920

1,753

195

218

394

3,517

26β62

1,242

5,050

!,8QO

200

224

405

8.95

68.35

3.16

12.85

4.58

051

057

1.03

 

業

業

業

業

業

業

業

業

賢

商

立

扱

小

行

仲

取

費

賢

品

.商

買

版

庫

産

物

喪

種

店

品

動

卸
・
小

各

露

物

出

倉

不

38,28339,300100.00商 業 合 計

 

勤

勢

所

得

と
個
人

業

主
所

得

戸

(第十八表B)業 主 人 員

24年 度23年 度22年 臨時國調

(126)

5,363

3,815

7i

750

215

53

2,213

(116、

4,937

3,512

65

690

2,284

4,256

3,028

56

595

171

42

1,756

(指 敷)

接 客 業

理 髪 理 容 及 浴 場 業

勢 務 供 給 周 旋 業

物 品 預 り.業

娯 樂 興 行 業

廣 告 宣 傳 業

そ ・の 他

12,48011,4889,904サ ー ビス業 合 計

9

(
46

)

め
る
に
す
ぎ
な

い
。

こ
れ

か
ら
直
ち

に
水
産
業

の
勤

帥労
所

得

の
過
大
評
債

と
業

主
所
得

の
過
小
許
償
と
を

論
・ず
る
こ
と
は
、
勿
論
當

を
得
な

い
で
あ
ろ
う
が
、

、

こ
こ
に
も
問
題

が
ひ
そ

ん

で
い
る
事
實
を
見
逃
し

て

(
47

)

は

な

ら

な

い
。

42

前
掲

「
生
産

所
得
報

告
」

四

三
ー

山
ハ
哺
頁

。

43

前

褐
「
撹
民
所
得
報
告
」

五
四
及
び
山
ハ
三
頁
。

44

北
海

道
水
産
部

「
昭

和

二
十

四
年
度

水
産
経
濟

實

相
報
告

(
第

一
輯
)

」
昭

和
、二

十

五

年
四
月

に

よ

う
。
着

業
敷

及
び
李
均

生

産

轄観
に

そ
-の
六
六
!

山ハ
七

頁

、

サ

y
プ

ル
数

及
び

サ

隻

じ
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(窮+八 表C)業 主 人 員 。。di(24年 度)

購成比事 人 員

(10,459)

1,867

8,059

533

＼(17,844)

1,249

1,071

892

・178

2,855

2,677
嶋●

4,461

178

1,249

3,034

(100.00)

17.85

77.05
1

5・101

(100),

7

6

5

1

16

15

25

1

7

17

建 設 工 業

事

事

事

閣

具

學

工

工

合

別

綜

職

設 備 工

製 造 工 業

器械

金

機

化

窯業及土石探取

紡 織
も

製 材 及 木 製 品

食 料 品

印 刷 及 製 本

そ の 他

業理修

y
プ

ル
軍
均

生
産
額

に
そ

の
五
六
-

六

三
頁

。
穴
だ
し

二
十

四
年

度

の
サ

y
プ

ル
敷

に
、
前
掲

「
第

一
・次
推
計

」
七
八
-

八
七
頁
に

よ
る
。

45

前

掲

「
第

一
次
推

計
」

八
四
i

八
五
頁
。

46

「
同
右

」
七
四
-

七

五
頁

及
び

八
ニ
ー

八

五
頁
参

照
。

47

水

産
業

に

つ

い
て
に
、

れ

だ
誤
算

と
思
わ
れ

る
個

所

の
み

訂
正

す

る
に
と
ど

め
る
。

即
ち

二
十

叫
年
度

サ
ン
プ

ツ
調
査

に
お

い
て

四賑

延
縄

の
駈

得
恋
†
二
三
・
六

一
%
冨
μ
マ
イ

ナ

ス
三

六
・
三
八
%
で

あ
り

、
難

漁
業

の
所
得
率

四
四
・
八
六
%
は

三

四

・
八
六
%
て

あ
ろ
う

(
こ
れ
ら
に
計
算
途
中

に
誤

り

が
あ

る

の
で

あ
る
V
。

そ

の
結
果

と
し
て
、
漁
掛

所
得
額
七
、
五
四

七
、
五

五
〇

千
圓

は
七
、
二
八

一
、
五
八

一
千
圓

と
な
り

、
水
産

業
所
得

に

一
一
、

三
二

五
、

一

一
八
千
圓

が

一
一
、
〇

五
九
、

(88)

一
四

九

千
圓

と
な

ろ
う

。
'

凸
'、

'
デ

こ
れ
ま

で
述

べ
て
.き
た
と

こ
ろ

に
も
と
す

き
、
二
十
三
及

び
二

十
四
年
度

の
分
配
道
民
所

得
を
試

み
に
改
算
し
て
み
よ
う
。

こ

の
場
合

わ
れ
わ
れ
は
、
中
分
類
別

人
員

の
推
定

a
た

め
に
二
十
二
年
事
業
所

調
査

に
お
け
る
事
業

所
構
成

比
率

を
用

い
る
と
か
、
他
業
か
ら

の
耶
均

所
得
準
用

の
際

の
格
差
と
か
・
そ

の
他
推
計

の
た

め
の
基
本
的
な
方
式

は
そ

の
ま
ま
踏
襲
し

、
た
だ
人
員
推

計

に
お
け
る
わ
れ
わ
れ

の
假

定

,
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と

サ

ン
プ

ル
調
査
集
計
上

の
各
修

正
鮎
を
生
か
し
、

そ
れ
ら
か

ら
影
響

の
波
及

す

る
個
所

の
敏
字

の
み
を

入
れ
か

え
た

に

す

ぎ

な

い
。
そ

の

結

果

は

第

二

十
表
A
B
.・
第

二
十

一
表

A
B

に
示
す
と

お
り
で
あ

(
娼

)

る

。48

第
十

八
表

各
表

及
び
第

十
九
表

各
表

に
、
第

二
十

・

二
十

一
表

の
れ

め

の
補

助

計
算
表

で
あ
る
。

な
お
二

十

三
年

度

の
サ
ー
ビ

ス
業

個
人
業

主
卒
均
所
得

に
、

サ

y
プ

ル
調

査
集
計
表

を

修
正

し
て
第

二
十
表
B

に

示
す
額
な
得

た
。
こ
れ

に

つ
い
て
に
、

「
商
學

討
究

」

前
號

の
第

十
五
表

及
び
註

27
彪
参

照
ぜ
ら

れ
宏

い
。

、員人(第†八表D)
」

1 22年 臨時國調 2 3年 度 2 4 年 度

9,688 (1」3)

5,282 5,969

317 358

1 4,089 ,4,621

1
38,!97 (100・0) 45,584

0

22,229 (58.2) 26,530
刷

15,968 (41.8) 19,054

←f} 15,612 15,612

回 5,613 5,087

←n一回 9,999 10,525

 

生

務

他

主

衛

業

療

業由

署

法

自

のそ

育

外

自由業雇 傭者

教

教 育 以

者

係

他

傭
、
關

難

軍

の

罐

駐

他

進

そ

のぞ

勤
勢

所
得

と
個

人

業

主
所

得

(24年 度)(第十九表A)商 業 業 主 所 得

所 得 額

士円

7,666,931

2,569,500

354,530

664,200

276,974

52,650

81,096

72,252

人 員

人

26,167

3,426

1,210

4,920

五,753

195

218

394

一 業 主 當 り所 得 額

千円

293

750

293

■
135

158

270

372

158

271十(1,486×0.015)

293x2.56

小 費 業 な 準 用

293xO.46

293×0.54

293xO.92

293x1.27

物 品 質 買 仲 立業 な 準 用

業

業

業

業

業

業

業

業

質

商

立

扱

小

行

仲

取

賢

質

品

商

買

版

庫

産

攣

腋

動

 小
卸

各

露

物

出

倉

不

11,738,13338,283(307)
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(第+先 表B)耶 均 所 得

一一一266_

(輩 位 干 圓)

サ ー ビス業(24年 度)

自 由 業(〃)

教 育

教 育 以 外

その他の藤 ・
(進 駐軍關係以外)

23年 度

,24年 度

計 算 方 法

'商 業 準 均

公務及團体李均

製造 工 業 亭 均

商 業 平 均

製造 工業ZF均

5・061,468
.0.72

39,683

8,242,410-… 二94,809

13,569,562 ×0
.73

130,460

2,454,270 ×2
.6833

,114

104.013×1.08

李均賃銀

91.836

86.937

75.929

198.631

112.334

{

ρ

`

勤

勢
所

得

と
個

人

業

主

所
得

(第二十表A)23年 度 勤 榮 所 得

農 業

林 業

水 産 業

(小 計)

鑛 剰 婁

建 設 工 業{婁

製 造 工 業縷

ガス業 電 氣 業 ∬男
水Pt業1女

商 業{婁

金 融 業{婁

蹴 瀦 剰 婁

一人當り額
人 員1駈 4得 纏 額

E

l
39・6531

1・ ・3,313

心 円

67,895

113,202

48,804

117,096

51,549

90,074

85,207}

し

87}646

43,312

129,026

50,634

125,376

62,836

ん ぼチ　 キ　

29,264レ'灘;:

14・181,337

(89425,572)

85,6099,691,110

14,5。2i7。 η561。,39S,S66
1

42,q884,928,336

2,199113,3565,041,692

107,1789,653,951

32,83・ い,3・1,8・81・,955,759

6,1501524,023,

6312ろ33-551鋼

2,016,559123,008 　
10,106437,71-2,454,270

6・446t831,702

4,154i210,334i1,042,036

1・1,14gi1る681,657

12・238ド768・98713・45・,644

、

?



■

(9])

::iii馴

夢

2,622,656

(54,zro9,210)

48.968

62,883,750

一267・ ・一・

サ ー ビ ス 業

自 由 業

公 誘 及 團 体"

その他の 産 業{1

(小 計)

馨

、

41,181

198,63艮

17,951

9,999

54,409,210×0.0009

L

726,536

1,896,120

計

イ、 進 駐軍關係,ロ 、 その他,

自由業 は事業 所李均 勢務 費 ×事業 所歎

(第二十表B)23年 度個 人業主所得 (輩位千圓)

所 得計 算 方 法

24,604,244

1,905,610

4,971,750

240,856

1,g44,052

7,989,752

(11,842,199)

3,872,217

303,048

92,400

6∂554,328

666,600

237,600

71,456

44,550

100,939

674,028

(4,912,822)

2,720,287

835,856

(4,104,223-1,986,879)×0.9

(301×

(301×

(301×

卸

各種 物 品 小 蜜244x,1,242

出 版462×200

4、 費 、244x26,862

露 店 商 行 商132×5,050

物 品 賢 買 仲 立132x'1,800

倉 庫F319x224

不 動 産 取 扱110×405

(301×O.64)X523

(301×0.36)×6,241

1.58)×506、

α75)XI8,602'

1.09)×24,359

(301)(39,300)

賓1,101x3,517

接 客551×4,937

理 髪 理 容 及 浴 場238x3,512

 

業

業

業

業

業

業

業

工

工

産

設

造
.

農

林

水

鑛

建

製

商

業

業

業

信

ス

融

通

ビ

輸

一

,
金

蓮

サ
.

勤
勢

所
得

と
個

人

業

主

所
得
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(92)

業由自

暫

業

職

産の他のぞ

内

'計

×

×

X

7

◎
ノ

ー
昌

7

4
、

9
白

-

仁
ノ

ー

旋

行

他

綱

興

の

供

染

務勢

娯

そ

×

×

×

0

9

7

勘

21

16

8

L

5

×

㎝

生

務

他

)8

×

衛

㎝

o

療

の

×

卿

01

即

署

法

そ

0

54

65

690

2,284

5,969

358

4,621

一一268--

11,505

1,068,810

276,364

(1,716,019)

1,253,490F

60,502

402ρ27

257,904

272,046

61,432,221

(註)「 道 民所得報 告」 中で は,中 途 の計 算 において圓未 満 な四捨 五入 し7二計敷 な

用 い てい るが,こ こでは,盛 年 度 の 「策 一次推計 」書 中の ご と く,千 圓未満な す

ぺて 四捨五 入 して計 算 して あ ろ。 ・

'(第 二十
r表A)24年 度 勤 勢 所 得

勤

勢
所

得

と
個

人

業

主
所

得

、

k 一人當 り額

農

林

水

鑛

水

商

金

建 設 工 業{

製 造 工 業 メ男

ガろ業騙 業 ∬到

融 業{

蓮鞠 信業{婁

業

業

産 業

(小 計)

業{婁

婁

1女

1業1
女l

r男業

1女

男

女

円

84,190

149,234

63,044

154,996

66,344L

119,228

51,034

145,757

72,159

150,265

72,449

220,890

84,041

147,355

114,351

人 員

人

125
タ
33

75,538

9;300

34,847

1,746

101,353

29,107

6,150

625

28,098

11,585

7,872

4,762

98,145

9,350

所 得 総 額

子円

11,272,838

586,309

5,401,146

115,837

12,084,115

1,485,447

896,406

45,099

4,222,146

839,322

1,738,846

＼400
,203

14,462,156

1,069,182

「 手可

920,824

2,822,133

6,626,498

(10,369,455)

11,859,147

5,516,983

13,569,562

941,505

,5,061,463

2,139,049

15,531,338

,

の



勤
第

所

得

と
個

人

業

主
所

得

一一269・ 一

サ ー ビ ス 業

自 由 業{1

公務 及麟 に

その他の産業 に

(小 計)

兼 業

計

91,83617,951

86,93726,530

75,92919,054

」

86,93719,421

112,33410,525

70,617,633×0。0023

2,306,439

1,446,751

6,861,335

1,688,403

864,790

1・18島315隠04ろP5

、{(70・61ろ633)

(93)

1,648,548

3,753,190

8,549,738

162,421

81,149,509

ノ

イ.教 育,ロ.教 育以 外,へ 公務,昌.團 体,ホ.進 駐軍關係,

へ.進 駐 軍關係以外

(第 二+一 表B)%年 度 個 入業 主 所 得'(箪 位干 圓り

〆

,

農

林

水

鑛

建

製

計 算 方 法 所 得

i業'

業`(7,435,022-2,822,133)XO.58

産 業(11,059,149-6,626,498)×0.95

業(307×1.42)×542

設 工 業

FXI,圭 睾i;:二1:1:劃
設 備 工 事 ・377×5331

造 工 難 一i

金 贋279×1,2491

機 械 器 具313×1,071

化.t學203x892

窯 業 及 土石 操 取219×..178

紡 織150×2,855

製 材 及 木 製 品429×2,677

食 料 品683×4,461

印 刷 及 製 本289。1781

そ の 他'373・1副

33,988,977

2,675,476

4,211,018

236,312

(4,672,127」
ノ

1,038,052

3,433,134

200,941

(6,675,689)

348,471

335,223

181,076

38,982'

428,250

1;148,433

3,046,863

51,442

465,877
?



ノ

(94)

業

業

業

業

信

ス

融

通

ビ

輸

一

商

金

蓮

サ

自 由 業

そ の 他 の 産 業

内 ・ 職.

修 理208×3,034

(307)×38,283

(307×'0.81)×510

(307×0.50)×6,447

客

揚

旋

り

行

鳳

他

浴

周

額

給

預

興

宣

の

理

供

品

樂

告

髪

務

接

理

努

物

娯

廣

そ

2i1×5,363

167×3,815

101x71

99×215

224x750

106x53

153×2,213

、(307_×O.91)×17,051

(307×O.73)×!,945

70,617,633×0.005

一270・ 一

計

631,072

11,γ38,133

126,990

992,838

(2,309,361)

1,131,593

637,105

7,171

21,285

・168
,000

5,618

338,589

4,757,229

435,680

353,088

73,172,918

勤
勢

所

得

と
個

人

業

主
所

得

(第二十二表)

勤 勢 所 得

個 人 業 主 所 得

個 人 賃 貸 料 所 得i

個 人 利 子 所 得

個 人 配 當 所 得

法 人一留 保 所 得

法 人 税

官 公 企 業 所 得

総 計

23年 度 24年 度

所 ・ 得

百万円

62,884

61,432

691

228
◎

140

168

1,071

61

126,675

比 率 所 得

%

49.64

48.49

0.55

0.18

0.i1,

0.13

、

0.85

0.05

IOO.00

百万 円

81,150

73,173

865

299

283

1,473

1ρ146

94

158,483

比'率

%

51.20

46.17

ぼ

0.55

0.19

0.18

0.93

0.72

0.06

100.00

'

.,
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い
ま
個
人
賃
貸
料
所

得

・
個
人
利
子

所
得

・
個
人
配
當
所
得

・
法
人
留
保
所
得

・
法
人
税

及
び
官

公

企

業

所

得

に
つ
い
て
、
す
べ
て

「
報
告
書

」
の
計
数
を
そ
の
ま
ま
用

い
て
修
正

さ
れ
た
デ
ー
タ
に
つ
け
加

え
、
そ
れ
ら

の
構
成

比
率
を
計
算
す
れ
ば
第

二
十

二
表

の
ご
と

く

に
な

り
。
勤
帥労
所
得
比
率
は
な
お
依

然
と
し

て
個
人
業
主
所

得
比
傘

よ
り
上
廻

つ
て
は

い
る
が
、
そ

の
乖
離

は
少
な

か
ら
す

せ
ば
ま
る

と
い
う
こ
と
に
な

る
。
も

と
よ
り

こ
の
結
果
も
、
結
局
は
多

く

の
假
定

の
上

に
積

み
重
ね
ら

れ
た
、
ま
た
既

に
述

べ
て
象
た
気よ
う
に
多
く

の
問
題
鮎
を
残
し
た
ま
ま
の
計
敏

で
あ

つ
て
鴇
そ

の
限
り

に
お

い
て
は
、
必
す

し
も
既
存

の
計
敏
を
補
正

す
べ
き
充

分
な

る
根
擦

を
も
ち

え
な

い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な

が
ら
、
も
し
も
わ
れ

わ
れ

の
假
定

と
計
算
と
が
、
從
來

の
も

の
よ
り
僅
か
な
が
ら

一
歩

の
前

進
を
途
げ
得

た
と

い
う
こ
と
が
許

さ
れ

る
と
し

た
な
ら

ば
、
第

二
十

・
二
十

一
・
二
十
二
表
に
示

さ
れ
る
試

算
は
、

こ
れ
を
分
配
道

民
所
得

に
關
す

る

第

二
吹
推
計
と
稽

乏

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
第

二
次
推
計

と
は
、

い
う
ま
で
も

な
く
、

や
が
て
よ
り
進
歩

し
た
第

三
次
推

計
に
と

つ

て
代
ら

る

べ
き
も

の
と

い
う
意
味

に
外
な
ら
な

い
。

(
五

一
。
九

・

一
六
)

(
附

記
)

本
稿
執
筆
に
際
し
、
北
海
道
総
合
開
嚢
委
員
會
事
務
局
杜
會
緯
濟

班
の
諸
氏
に
、

賓
料
そ
の
他

の
点
で

い
ろ
ー

便
宜
な
計
つ
て

い
た
だ

い
れ
。

、
こ

、
に
厚
く

感
謝

の
意
な
表

し
六

い
。

ゾ

、

一271一

,

■

ら

勧

勢

断

得

と
個

人

業

主
所
得

'
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